
真
宗
佛
光
寺
派
第
十
九
代
門
主
随
庸
上
人
の
和
歌

＊

田
中

仁

は
じ
め
に

第
一
部

解
説

一

随
庸
上
人
略
伝

二

御
製
和
歌

三

御
三
代
短
冊

四

随
庸
上
人
和
歌
集

五

能
登
瀬
村
善
性
寺
什
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什
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は
じ
め
に

浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
は
和
歌
の
意
義
を
認
め
ず
、
ま
た
自
ら
詠
作
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
と
す
る
の
が
現
在
の
定
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
親
鸞
の

四
百
回
忌
（
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
）
の
前
あ
た
り
か
ら
、
親
鸞
が
時
の
帝

に
も
認
め
ら
れ
た
詠
歌
の
達
人
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
広
く
流
布
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
こ
の
頃
の
刊
行
物
の
う
ち
、
早
い
例
と
し
て
は

古
浄
瑠
璃
『
し
ん
ら
ん
記
』（
寛
永
〈
一
六
二
四
～
一
六
四
四
〉
頃
刊
）、
大

谷
派
の
長
福
寺
慶
秀
の
著
と
さ
れ
る
（
１
）『
本
願
寺
聖
人
親
鸞
伝
絵
私
記
』（
慶

安
三
年
〈
一
六
五
〇
〉
刊
）
な
ど
に
こ
う
し
た
伝
承
が
見
ら
れ
る
（
２
）。

こ
の
現
象
は
、
江
戸
幕
府
の
寺
院
に
対
す
る
統
制
が
強
ま
り
、
佛
光
寺
を

ふ
く
む
真
宗
の
本
山
の
、
准
門
跡
寺
院
と
い
う
寺
格
が
確
定
し
て
い
く
の
に

と
も
な
っ
て
、
門
主
が
宮
廷
社
会
に
お
い
て
和
歌
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
先
に
拙
稿
「
佛
光
寺
と

和
歌
」（
３
）

に
記
し
た
。
文
献
上
の
確
た
る
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
幕

府
の
寺
院
に
対
す
る
統
制
と
親
鸞
の
詠
歌
伝
承
の
流
布
が
同
じ
頃
に
お
こ
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
推
測
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
く
な
く
と
も
親
鸞
四
百
回

忌
の
五
年
前
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
門
主
に
な
り
、
延
宝
三
年
（
一

六
七
五
）
に
退
職
し
た
随
庸
上
人
の
詠
作
が
、
佛
光
寺
派
の
歴
代
門
主
の
中

で
は
比
較
的
多
く
現
存
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
幕
藩
体
制

の
確
立
と
と
も
に
、
門
主
に
と
っ
て
和
歌
を
詠
む
機
会
、
詠
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
機
会
が
次
第
に
ふ
え
、
い
っ
ぽ
う
門
徒
と
っ
て
門
主
が
歌
を
詠
む
こ

と
が
疑
問
や
不
審
、
違
和
感
を
覚
え
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
、
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
逆
に
門
主
が
和
歌
を
詠
む
こ
と
が
当
然
で
あ
る
と
、
広
く

思
わ
れ
は
じ
め
た
の
が
こ
の
時
期
で
は
な
い
か
と
、
私
は
推
測
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、『
し
ん
ら
ん
記
』
の
刊
行
さ
れ
た
寛
永
か
ら
親
鸞
四
百
回
忌
の

寛
文
の
頃
に
か
け
て
、
真
宗
佛
光
寺
派
の
門
主
は
経
海
上
人
、
随
庸
上
人
で

あ
っ
た
。
経
海
上
人
は
佛
光
寺
第
十
八
代
門
主
で
、
慶
長
三
年
（
一
六
〇
六
）

に
生
ま
れ
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）、
十
三
歳
で
門
主
に
な
り
、
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
）
に
遷
化
し
た
。
享
年
五
十
一
、
在
職
三
十
九
年
で
あ
る
。
随
庸

上
人
は
そ
の
長
子
と
し
て
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
生
ま
れ
、
前
記
の

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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よ
う
に
明
暦
二
年
に
、
父
経
海
上
人
の
遷
化
に
よ
り
第
十
九
代
門
主
に
な
っ

た
。
在
職
二
十
年
で
延
宝
三
年
に
退
職
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
遷
化
し

た
。
享
年
五
十
六
で
あ
る
（
４
）。

本
山
佛
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
経
海
上
人
に
か
か
わ
る
和
歌
資
料
は
、

所
蔵
書
画
の
目
録
（
写
本
）
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
仮
目
録
（
５
）に

よ
れ
ば
、
後
掲
の
『
御
三
代
短
冊
』
の
う
ち
の
和
歌
短
冊
一
枚
の
み
で
あ
る

し
、
整
理
調
査
中
の
書
冊
・
文
書
の
中
に
も
現
時
点
で
は
見
ら
れ
な
い
。
し

か
し
一
方
の
随
庸
上
人
は
、「
目
録
」・「
仮
目
録
」
に
よ
れ
ば
後
掲
の
〔
一
〕

御
三
代
短
冊
、〔
二
〕
随
庸
上
人
和
歌
集
の
ほ
か
、「
秋
和
歌
短
冊
二
葉
」、「
月

梅
の
図
」、「
逢
坂
山
蝉
丸
の
図
」、「
詩
・
和
歌
」（
随
庸
上
人
筆
『
和
漢
朗
詠

集
』
断
簡
）、「
三
十
六
歌
仙
」、「
十
二
月
花
鳥
歌
色
紙
」
の
七
点
が
あ
り
、

歴
代
門
主
の
中
で
も
っ
と
も
多
い
（
６
）。

こ
れ
ら
の
本
山
佛
光
寺
所
蔵
の
随
庸
上
人
に
か
か
わ
る
和
歌
資
料
の
う

ち
、
上
人
自
身
の
作
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
次
の
三
点
を
こ
こ
に
紹
介
す

る
。〔

一
〕
御
三
代
短
冊

〔
二
〕
随
庸
上
人
筆
和
歌
集

〔
三
〕
能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物

こ
の
三
点
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
随
庸
上
人
の
歌
は
、〔
一
〕
に
一
首
、〔
二
〕

に
五
十
首
、〔
三
〕
に
十
四
首
で
六
十
五
首
、
後
に
記
す
よ
う
に
そ
の
う
ち
十

首
が
重
複
し
て
い
る
の
で
実
質
は
五
十
五
首
に
な
る
。
す
べ
て
短
歌
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、「
ゆ
く
螢
雲
の
う
へ
ま
て
い
ぬ
へ
く
は
あ
き
せ
か

せ
吹
と
鴈
に
告
こ
せ
」（『
伊
勢
物
語
』）
の
短
冊
を
向
か
っ
て
右
に
、「
月
前

述
懐

物
お
も
は
で
み
し
夜
は
月
も
心
が
ら
ま
た
た
が
袖
に
影
く
も
る
覧

随
庸
」
の
短
冊
を
向
か
っ
て
左
に
並
べ
て
仕
立
て
た
一
軸
が
、
前
掲
の
「
秋

和
歌
短
冊
二
葉
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
物
お
も
は
て
」
の

歌
は
『
随
庸
上
人
和
歌
集
』
の
二
十
四
番
歌
と
同
一
で
あ
る
。
以
上
が
現
在

知
ら
れ
る
随
庸
上
人
自
身
の
詠
作
の
全
部
で
あ
る
。

次
の
第
一
部
「
解
説
」
に
お
い
て
、
ま
ず
随
庸
上
人
の
略
伝
を
、
現
在
刊

行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
澁
谷
門
主
家
の
家
譜
『
澁
谷
歴
世
略

伝
』（
７
）と
な
ら
ん
で
お
そ
ら
く
最
も
詳
し
い
伝
記
で
あ
る
『
佛
光
寺
辞
典
』

の
記
述
を
引
い
て
紹
介
し
、
若
干
の
補
訂
を
試
み
る
。
次
に
こ
れ
ら
三
点
に

つ
い
て
、
書
誌
も
ふ
く
め
て
簡
単
に
解
説
す
る
。

第
一
部

解
説

一

随
庸
上
人
略
伝

『
佛
光
寺
辞
典
』
の
「
随
庸
上
人
」
の
項
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

便
宜
の
た
め
私
に
傍
線
を
付
し
、
和
暦
に
は
西
暦
を
添
え
る
。

佛
光
寺
第
十
九
代
の
宗
主
。
諱
は
堯
導
、
幼
名
は
椿
麿
と
い
ゝ
、
院
号

は
良
正
院
。
第
十
八
代
経
海
上
人
の
長
子
。
母
は
吉
川
経
倫
の
女
で
、

（
1
）

寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）六
月
十
五
日
誕
生
。慶
安
二
年（
一
六
四
九
）

二
月
十
六
日
天
台
座
主
二
品
堯
然
法
親
王
を
戒
師
と
し
て
得
度
、
十
六

才
の
時
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
二
十
五
日
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
、
同
四
年

三
月
小
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
暦
二
年（
一
六
五
六
）七
月
佛
光
寺
の

法
燈
を
継
ぐ
。寛
文
四
年（
一
六
六
四
）十
二
月
六
日
大
僧
都
、
同
六
年

十
二
月
十
七
日
法
印
、
同
七
年
十
二
月
二
十
三
日
権
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ

る
。
寛
文
七
年
六
月
後
水
尾
法
皇
勅
し
て
後
醍
醐
天
皇
御
宸
筆
の
御
伝

文
及
び
宗
祖
聖
人
自
筆
の
嗣
法
相
承
の
宝
号
を
叡
覧
に
供
し
た
。
同
八

年
に
は
法
皇
の
勅
命
に
よ
り
随
庸
上
人
自
ら
後
醍
醐
天
皇
御
宸
筆
御
伝

文
及
び
絵
図
を
謄
写
し
て
奏
上
し
、
朝
廷
の
宝
庫
に
収
め
ら
れ
る
。
法
（
2
）

皇
は
賞
と
し
て
御
宸
翰
の
九
字
尊
号
、
嗣
法
相
承
の
宝
号
、
御
製
和
歌

「
山
河
」
を
賜
い
、
後
西
上
皇
も
御
宸
翰
十
字
尊
号
及
び
御
製
和
歌
「
早

春
風
」
を
賜
う
。
元
禄
二
年（
一
六
八
九
）三
月
二
十
九
日
五
十
六
才
に

て
遷
化
。
在
職
二
十
年
。
室
は
防
州
吉
川
監
物
経
倫
の
女
。
寛
文
三
年

（
3
）

（
一
六
六
三
）
四
月
入
輿
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
十
月
十
日
寂
。
雲
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晴
院
光
如
と
称
し
た
。

こ
の
う
ち
小
稿
の
主
旨
に
即
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
傍
線
部
（
２
）
の
、

後
水
尾
院
、
後
西
院
か
ら
御
製
和
歌
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
記
す
前
に
、
傍
線
部
（
２
）
に
ふ
く
ま
れ
る
「
九
字
尊
号
」「
十
字

尊
号
」、「
嗣
法
相
承
の
宝
号
」
に
つ
い
て
『
佛
光
寺
辞
典
』
に
よ
っ
て
説
明

し
、
つ
づ
い
て
随
庸
上
人
の
略
伝
の
う
ち
母
と
妻
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
門

主
家
の
縁
戚
関
係
は
門
主
の
文
化
的
環
境
と
で
も
い
っ
た
も
の
と
密
接
な
か

か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
門
主
家
の
縁
戚
関
係
と

門
主
の
文
化
的
環
境
と
の
関
係
つ
い
て
詳
論
す
る
ほ
ど
の
知
見
を
持
た
な
い

が
、
い
ず
れ
そ
れ
を
考
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
の
一
つ
と
し
て
、
随
庸
上

人
の
母
と
妻
に
つ
い
て
知
り
得
た
と
こ
ろ
を
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
「
九
字
尊
号
」「
十
字
尊
号
」
に
つ
い
て
は
、『
佛
光
寺
辞
典
』「
十
字

尊
号
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
り
、「
九
字
尊
号
」
の
項
に
も
同
主
旨
の
記
述

が
あ
る
。

十
字
名
号
と
も
い
う
が
、
十
字
は
帰
命
盡
十
方
無
碍
光
如
来
で
、
阿
弥

陀
仏
の
徳
を
讃
嘆
し
た
名
号
で
あ
る
。
九
字
尊
号
即
ち
南
無
不
可
思
議

光
如
来
と
二
幅
で
対
幅
名
号
と
い
う
。
寺
院
に
お
い
て
は
十
字
尊
号
は

右
余
間
（
向
か
っ
て
左
）
に
奉
掲
し
、
在
家
佛
檀
に
お
い
て
も
、
中
尊

の
左
側
に
奉
掲
す
る
の
を
、
佛
光
寺
派
と
し
て
正
式
の
も
の
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
対
幅
名
号
は
、
必
ず
御
本
尊
の
両
側
に
か
け
ら
れ
る
の

で
、
脇
掛
と
も
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
想
像
す
る
と
、
傍
線
部
（
２
）
は
、
後
水
尾
院
宸
筆
の
九

字
名
号
に
対
し
て
、
そ
れ
と
対
に
す
べ
く
十
字
名
号
が
後
西
院
か
ら
下
賜
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
嗣
法
相
承
の
宝
号
」
は
、『
佛
光
寺
辞
典
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
「
嗣
法

相
承
名
号
（
し
ほ
う
そ
う
じ
ょ
う
み
ょ
う
ご
う
）」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
山
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宝
物
の
一
つ
で
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
真
筆
を

模
写
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
後
水
尾
院
の
宸
筆
で
、
第
十
九
代
随
庸
上

人
の
拝
領
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
佛
光
寺
辞
典
』に
は
写
真
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
写
真
で
は
わ
か
り

に
く
い
が
、
実
物
を
み
る
と
、
中
央
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
、
左

（
向
か
っ
て
右
）
に
そ
れ
よ
り
や
や
小
字
で
、「
吾
一
宗
宝
号
ヲ
以
テ
本
尊
ト

崇
メ
奉
ル
ヘ
シ
」、
右
（
向
か
っ
て
左
）
に
「
黒
谷
法
然
上
人
面
受
直
伝
長
弟

親
鸞
（
花
押
）」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
写
真
が
「
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
真

筆
」
を
後
水
尾
院
が
模
写
し
た
「
後
水
尾
院
の
宸
筆
」
か
ど
う
か
、
私
に
は

わ
か
ら
な
い
。「
目
録
」
に
「
後
水
尾
天
皇
宸
翰
嗣
法
相
承
名
号
」
と
は
別
に

「
嗣
法
相
承
名
号
」
が
あ
り
、「
仮
目
録
」
に
は
「
作
者
」
を
「
後
水
尾
天
皇
」

と
す
る
「
嗣
法
相
承
名
号
」
と
は
別
に
、「
作
者
」
を
「
親
鸞
聖
人
」
と
す
る

「
嗣
法
相
承
名
号
」が
あ
る
。
後
水
尾
院
宸
筆
と
は
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

れ
ら
二
つ
の
「
嗣
法
相
承
名
号
」
は
同
じ
も
の
で
、
こ
れ
が
『
佛
光
寺
辞
典
』

「
随
庸
上
人
」
の
項
に
い
う
「
宗
祖
聖
人
自
筆
の
嗣
法
相
承
の
宝
号
」
に
あ
た

る
の
で
は
な
い
か
と
、
す
く
な
く
と
も
「
目
録
」・「
仮
目
録
」
の
記
載
か
ら

は
考
え
ら
れ
る
が
、
親
鸞
の
真
筆
か
否
か
の
筆
跡
鑑
定
は
私
に
は
で
き
な

い
。
花
押
は
よ
く
知
ら
れ
た
親
鸞
の
花
押
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

次
に
、
随
庸
上
人
の
母
・
妻
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
誰
で
あ
っ

た
の
か
、
き
わ
め
て
わ
か
り
に
く
い
。
傍
線
部
（
１
）「
母
は
吉
川
経
倫
の

女
」、
傍
線
部
（
３
）「
室
は
防
州
吉
川
監
物
経
倫
の
女
」
と
あ
る
吉
川
監
物

経
倫
は
、
周
防
国
岩
国
領
の
領
主
（
岩
国
藩
の
藩
主
）
吉
川
氏
の
第
七
代
で
、

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
生
ま
れ
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
没
し
て

い
る
（
８
）。
そ
の
娘
が
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
生
ま
れ
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）に
没
し
た
随
庸
上
人
の
母
な
り
妻
な
り
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
は
、『
佛
光
寺
辞
典
』
が
、
歴
代
門
主
の
伝
を
記
す
に
あ

Title:9田中（縦書き）.ec9 Page:115 Date: 2012/12/18 Tue 08:49:07



116地 域 学 論 集 第 ９ 巻 第 ２ 号（2012）

た
っ
て
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
『
歴
世
略
伝
』
と
そ
れ
に
付
録
と
し
て
付
け

ら
れ
て
い
る
澁
谷
家
の
系
図
（
以
下
「『
歴
世
略
伝
』
系
図
」、
ま
た
は
「
系

図
」
と
略
記
）
に
、
原
因
の
一
半
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

ず
系
図
の
随
庸
上
人
の
部
分
を
、
写
本
に
よ
っ
て
引
用
す
る
。
付
録
を
先
に

す
る
の
は
順
序
が
逆
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
歴
世
略
伝
』
が
歴
代
門
主
の
妻
に

言
及
し
な
い
の
に
対
し
て
、
系
図
は
母
と
妻
の
両
方
を
記
載
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
漢
字
は
現
代
通
行
の
新
字
体
を
用
い
、
行
の
中

央
に
朱
の
点
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
文
の
区
切
り
は
通
常
の
句
点
に
替
え

る
。
貼
紙
に
朱
書
さ
れ
て
い
る
部
分
は［

］で
、
ま
た
朱
の
直
書
き
は〈

〉

で
括
っ
て
示
す
。

〈
十
九
世
〉

随
庸

諱
堯
導
〈
幼
名
椿
麿
〉
諡
良
正
院

［
十
八
世
経
海
上
人
長
子
母
吉
川
経
倫
女
］寛
永
十
一
年
六
月
十
五

日
生
。
慶
安
二
年
二
月
十
六
日
得
度
。
同
年
十
一
月
廿
［
五
］
日

叙
二

法
眼
一
〈
同
四
年
三
月
任
二

少
僧
都
一

〉
明
暦
二
年
七
月
［
継
二

法

灯
一

］寛
文
四
年
十
二
月
六
日
任
二

大
僧
都
一

。
同
六
年
十
二
月
十
七

日
叙
法
印
。
同
七
年
十
二
月
。
廿
三
日
任
二

権
僧
正
一

。
元
禄
二
年

三
月
廿
九
日
寂
。
在
職
二
十
年
。
寿
五
十
六
。［
妻
松
平
土
佐
守

忠
義
女
。
明
暦
三
年
十
一
月
六
日
寂
。
称
二

普
照
院
一

］

三
行
目
の
「
十
八
世
経
海
上
人
長
子
」
云
々
の
母
に
か
か
わ
る
箇
所
は
貼

紙
全
面
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
が
、
下
に
な
っ
て
い
る
本
行
の
「
藤
原
氏
土
佐

守
山
内
忠
義
女
」
と
、
そ
の
右
に
朱
で
傍
書
さ
れ
た
「
削
除
ス
」
と
い
う
文

字
が
透
け
て
見
え
る
。
終
わ
り
か
ら
二
行
目
の
「
妻
」
以
下
は
、
貼
紙
に
朱

書
さ
れ
て
い
る
が
、
糊
付
け
が
貼
紙
の
上
辺
の
み
で
あ
る
た
め
、
原
文
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
わ
か
る
。

妻
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
寛
文
三
年
四
月
入
輿
延
宝
元
年
十
月
十
日
寂

雲
晴
院

そ
し
て
こ
の
全
文
を
朱
の
「

」
で
く
く
り
、
下
に
「
前
代
ノ
室
」
と
朱
書

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
前
代
ノ
室
」
と
「
妻
松
平
土
佐
守
忠
義
女
」
以
下
の

貼
紙
の
朱
書
と
は
、
朱
の
色
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
し
、
筆
跡
も
異
な

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
別
人
の
筆
か
ど
う
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

随
庸
上
人
の
母
と
妻
が
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
父
の
第
十
八
代
門
主

経
海
上
人
の
妻
が
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
随
庸
上
人
の
子
女
の
母
が

誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
経
海
上
人
の
妻

に
つ
い
て
の
記
述
を
み
る
と
、
原
文
に
は
、

松
平
土
佐
守
忠
義
女
明
暦
三
年
十
一
月
六
日
卒
普
照
院

と
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
随
庸
上
人
の
妻
の
場
合
と
同
様
に
朱
の
「

」
で

括
っ
て
、
下
に
「
後
代
ノ
室
」
と
朱
書
、
さ
ら
に
上
辺
の
み
糊
付
け
さ
れ
た

貼
紙
に
、

妻
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
寛
文
三
年
四
月
入
輿
延
宝
元
年
十
月
十
日
寂

称
二

雲
晴
院
一

と
朱
書
し
て
い
る
。「
後
代
ノ
室
」
と
随
庸
上
人
の
項
の
「
前
代
ノ
室
」
と
は

朱
の
色
・
筆
跡
と
も
に
同
じ
、「
妻
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
」
以
下
の
朱
書
は

随
庸
上
人
の
項
の
「
妻
松
平
土
佐
守
忠
義
女
」
と
朱
の
色
・
筆
跡
と
も
同
じ

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
経
海
上
人
の
項
で
吉
川

経
倫
女
に
つ
い
て
「
前
代
ノ
室
」
と
朱
書
し
、
こ
の
随
庸
上
人
の
項
で
は
山

内
忠
義
女
に
つ
い
て
は
「
後
代
ノ
室
」
と
朱
書
し
た
人
物
は
、
経
海
上
人
と

随
庸
上
人
の
妻
が
入
れ
替
わ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ

て
、
上
辺
糊
付
け
の
貼
紙
の
朱
書
（
以
下
貼
紙
に
記
さ
れ
た
朱
書
を
「
貼
紙

朱
書
」
と
略
記
）
は
そ
れ
を
承
け
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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つ
ま
り
、
写
本
『
歴
世
略
伝
』
系
図
の
原
文
は
、
経
海
上
人
の
妻
を
山
内

忠
義
女
と
し
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
随
庸
上
人
の
母
を
山
内
忠
義
女
と
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
貼
紙
の
朱
書
は
、
経
海
上
人
の
妻
を
吉
川
経
倫
女
と

訂
正
し
た
の
に
合
わ
せ
て
、
随
庸
上
人
の
母
も
吉
川
経
倫
女
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
原
文
が
吉
川
経
倫
女
と
し
て
い
る
随
庸
上
人
の
妻
を
、
原
文
で
は
経

海
上
人
の
妻
と
な
っ
て
い
る
山
内
忠
義
女
と
訂
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
写
本
『
歴
世
略
伝
』
系
図
の
原
文
に
よ
れ
ば
、

経
海
上
人
の
妻
は
山
内
忠
義
女
で
、
こ
の
女
性
が
随
庸
上
人
の
母
で
あ
り
、

随
庸
上
人
の
妻
は
吉
川
経
倫
女
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
経

海
上
人
と
随
庸
上
人
の
妻
が
誤
っ
て
入
れ
換
わ
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
人
物

が
お
り
、
山
内
忠
義
女
に
つ
い
て
「
後
代
ノ
室
」、
吉
川
経
倫
女
に
つ
い
て

「
前
代
ノ
室
」
と
、
訂
正
の
た
め
の
注
記
を
書
き
入
れ
た
、
そ
れ
と
同
一
人
物

に
よ
る
と
こ
ろ
か
別
人
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
注
記
を
承
け
て
そ
れ
ぞ

れ
に
「
妻
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
」
云
々
、「
妻
松
平
土
佐
守
女
」
云
々
の
貼

紙
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
歴
世
略
伝
』
は
前
記
の
よ
う
に
歴
代
門
主
の
妻
に
言
及
せ
ず
、
随
庸
上
人

の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
が
、
母
に
つ
い
て
は
系
図
と
同
様
の
事
態
が
み
ら

れ
る
。
原
文
に
は
、「
母
ハ
藤
原
氏
土
佐
守
従
四
位
山
内
忠
義
女
」
と
あ
り
、

そ
の
「
藤
原
氏
」
以
下
に
、「
防
州
吉
川
監
物
経
倫
ノ
女
」
と
朱
書
さ
れ
た
紙

片
が
張
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
筆
跡
は
、
系
図
の
経
海
上
人
の
項
に

施
さ
れ
て
い
る
上
辺
の
み
糊
付
け
の
貼
紙
の
「
妻
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
」

云
々
の
朱
書
、
同
じ
く
随
庸
上
人
の
項
に
施
さ
れ
て
い
る
上
辺
の
み
糊
付
け

の
貼
紙
の
「
妻
松
平
土
佐
守
忠
義
女
」
云
々
の
朱
書
と
同
一
の
よ
う
に
見
え

る
。
系
図
に
お
け
る
補
訂
と
の
違
い
の
一
つ
は
、
こ
の
貼
紙
は
全
面
糊
付
け

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
藤
原
氏
」
以
下
は
透
け
て
見
え
る
。

も
う
一
つ
は
、「
母
ハ
」
以
下
に
朱
で
「
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
」
と
傍
書
さ

れ
、
そ
の
傍
書
に
墨
で
縦
線
が
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
朱

の
傍
書
と
貼
紙
の
朱
書
は
同
一
の
筆
跡
の
よ
う
に
見
え
る
。
お
そ
ら
く
、

「
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
」
と
い
う
傍
書
が
、
貼
紙
・
朱
書
に
よ
り
不
要
に

な
っ
た
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
、
吉
川
経
倫
女
は
随
庸
上

人
の
母
で
も
妻
で
も
あ
り
得
な
い
が
、
誤
り
は
誤
り
と
し
て
『
歴
世
略
伝
』

も
系
図
も
補
訂
の
筋
は
と
お
っ
て
い
る
（
９
）。

『
佛
光
寺
辞
典
』
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
『
歴
世
略
伝
』・
系
図
に
し
た
が
っ

て
随
庸
上
人
の
母
、
妻
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
母
に
つ

い
て
は『
歴
世
略
伝
』・
系
図
両
者
の
貼
紙
朱
書
を
と
っ
て
吉
川
経
倫
女
と
し
、

妻
に
つ
い
て
は
系
図
の
原
文
を
と
っ
て
同
じ
く
吉
川
経
倫
女
と
し
て
い
る
。

な
ぜ
一
方
は
補
訂
に
従
い
、
他
方
は
原
文
に
従
っ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
母
と
妻
が
同
じ
吉
川
経
倫
の
娘
と
い
う
こ
と
は
、
経
倫
に
実
子
か
養
女

か
、
す
く
な
く
と
も
二
人
の
娘
が
あ
っ
て
、
姉
が
経
海
上
人
の
妻
に
な
り
妹

が
随
庸
上
人
の
妻
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を

示
す
確
た
る
証
拠
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
佛
光
寺
辞
典
』
の
編
ま
れ
た
頃
、
写
本
『
歴
世

略
伝
』
系
図
の
、「
後
代
ノ
室
」
と
い
う
書
き
入
れ
や
「
妻
松
平
土
佐
守
忠
義

女
」
云
々
の
上
辺
の
み
糊
付
け
の
貼
紙
、
つ
ま
り
随
庸
上
人
の
妻
を
山
内
忠

義
女
と
す
る
補
訂
は
ま
だ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
経
海
上
人

の
母
と
妻
の
場
合
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
写
本
『
歴
世
略
伝
』

系
図
の
原
文
は
、
経
海
上
人
の
母
を
「
朽
木
伊
予
守
舗
親
女
」
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
「
舗
」
に
全
面
糊
付
け
の
貼
紙
が
あ
り
、
そ
れ
に
朱
で
「
輔
」
と

記
し
て
い
る
（

）。
そ
し
て
、
妻
は
前
記
の
よ
う
に
原
文
は
「
松
平
土
佐
守
忠

10

義
女
」
で
あ
り
、
上
辺
の
み
糊
付
け
さ
れ
た
貼
紙
に
朱
書
で
「
吉
川
監
物
経

倫
女
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
『
佛
光
寺
辞
典
』
は
、
母
を
「
朽
木

伊
予
守
輔
綱
女
」、
妻
を
「
松
平
土
佐
守
忠
義
女
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も

お
そ
ら
く
『
佛
光
寺
辞
典
』
は
、
母
に
つ
い
て
は
「
後
代
ノ
室
」
の
朱
書
、

貼
紙
朱
書
に
し
た
が
い
な
が
ら
、
妻
に
つ
い
て
は
貼
紙
朱
書
で
は
な
く
原
文

に
し
た
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
随
庸
上
人
の
場
合
に
合
わ
せ
見
る

と
、
前
記
の
よ
う
に
、
随
庸
上
人
の
妻
を
山
内
忠
義
女
と
す
る
補
訂
が
ま
だ

な
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
、『
佛
光
寺
辞
典
』
は
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
正
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
真
宗
全
書
版
『
歴
世
略
伝
』
は
、
経
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海
上
人
の
妻
を
「
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
。
寛
文
三
年
四
月
入
輿
。
延
宝
元

年
十
月
十
日
寂
。
称
二

雲
晴
院
一

」
と
し
、
随
庸
上
人
の
妻
を
「
松
平
土
佐
守

忠
義
女
。
明
暦
三
年
十
一
月
寂
。
称
二
普
照
院
一
」と
す
る
が
、
こ
れ
は「
後

代
ノ
室
」「
前
代
ノ
室
」
と
い
う
朱
書
の
主
旨
と
合
致
し
、
か
つ
上
辺
の
み
糊

付
け
の
貼
紙
の
「
妻
防
州
吉
川
監
物
経
倫
女
」
云
々
、「
妻
松
平
土
佐
守
忠
義

女
」
云
々
の
朱
書
と
同
文
で
あ
っ
て
、
大
正
四
年
に
は
す
く
な
く
と
も
「
後

代
ノ
室
」「
前
代
ノ
室
」
の
書
き
入
れ
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
（

）の
で
は

11

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
結
局
『
佛
光
寺
辞
典
』
が
随
庸
上
人
の
母
も
妻
も

百
年
余
り
前
の
人
で
あ
る
吉
川
経
倫
女
と
し
た
事
情
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
し
か
言
え
な
い
。
し
か
し
事
情
は
ど
う
で
あ
れ
、
写
本
『
歴
世
略
伝
』、
系

図
に
依
拠
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
は
想
像
で
き
る
。

母
に
つ
い
て
は
、
忠
義
が
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
生
、
寛
文
四
年
（
一

六
六
五
）
没
、
経
海
上
人
が
慶
長
三
年
（
一
六
〇
六
）
生
、
明
暦
二
年
（
一

六
五
六
）
没
、
随
庸
上
人
が
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
生
、
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
没
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
ひ
と
ま
ず
お
い

て
、
山
内
忠
義
女
と
し
て
も
年
代
の
上
で
は
大
き
い
食
い
違
い
は
な
い
。
し

か
し
、
妻
は
前
記
の
と
お
り
吉
川
経
倫
女
で
は
あ
り
得
な
い
。
岩
国
領
第
二

代
領
主
（
岩
国
藩
第
二
代
藩
主
）
吉
川
広
正
女
が
そ
の
人
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

岩
国
徴
古
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
吉
川
氏
の
系
図
『
藤
原
姓
吉
河
系
図
』、

『
藤
原
姓
吉
川
御
系
図
』に
記
載
さ
れ
て
い
る
吉
川
広
正
の
子
女
の
う
ち
一
人

に
、
次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。
私
に
句
点
を
付
し
て
引
く
。「
母
同
上
」

「
母
同
」
は
「
母
毛
利
輝
元
女
」
の
意
で
あ
る
。

女
子

母
同
上
。
京
都
佛
光
寺
門
跡
室
。
寛
永
五
戊
辰
十
二
月
六
日
誕

生
。
延
宝
元
癸
丑
十
月
十
日
卒
。
行
年
四
十
六
歳
。
法
名
雲
晴

院
英
誉
光
如
。

（『
藤
原
姓
吉
河
系
図
』）

女
子

母
同
。
於
又
姫
。
寛
永
五
年
辰
十
二
月
六
日
生
。
佛
光
寺
随
庸

室
。
寛
文
四
年
二
月
十
八
日
婚
。
延
宝
元
年
丑
十
月
十
日
卒
。

歳
四
十
六
。
雲
晴
院
殿
英
誉
光
如
大
姉
。

（『
藤
原
姓
吉
川
御
系
図
』）

後
者
に
記
さ
れ
て
い
る
「
婚
」
の
日
が
『
佛
光
寺
辞
典
』
の
「
入
輿
」
の

日
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
命
日
が
一
致
し
法
名
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
随

庸
上
人
よ
り
六
歳
年
長
で
あ
る
が
年
代
の
齟
齬
は
な
い
。
お
そ
ら
く
随
庸
上

人
の
妻
は
、
こ
の
吉
川
広
正
女
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
れ
で
随
庸
上
人
の
妻
に
つ
い
て
は
す
べ
て
解
決
し
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
前
記
の
よ
う
に
写
本
『
歴
世
略
伝
』
系
図
の
経
海
上
人
の

個
所
の
原
文
に
、「
妻
松
平
土
佐
守
忠
義
女
。
明
暦
三
年
十
一
月
六
日
卒
。

普
照
院
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
「
後
代
ノ
室
」
と
朱
書
さ
れ
、
随
庸
上
人
の
と

こ
ろ
に
妻
を
松
平
土
佐
守
忠
義
女
と
す
る
貼
紙
が
あ
る
。
こ
の
松
平
土
佐
守

忠
義
す
な
わ
ち
山
内
忠
義
の
娘
を
随
応
上
人
の
妻
と
す
る
と
い
う
記
述
は
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
忠
義
の
子
女
の
一
人
に
つ
い
て
、

女
子

母
は
某
氏
。
大
宮
中
将
季
光
が
室
と
な
り
、
離
縁
の
ゝ
ち
、
佛

光
寺
堯
道
に
嫁
す
。

と
あ
る
（

）の
と
対
応
し
て
い
る
。
堯
道
の
「
道
」
は
「
導
」
の
誤
り
か
、
ま

12

た
は
同
意
の
文
字
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
随
庸
上
人
は
、
山
内
忠
義

女
す
な
わ
ち
普
照
院
が
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
没
し
た
後
、
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
ま
た
は
同
四
年
に
吉
川
広
正
女
と
再
婚
し
た
、
と
い
う
の
も
あ

り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
明
暦
三
年
は
随
庸
上
人
二
十
四
歳
、
寛
文
三
年

は
三
十
歳
で
あ
る
。
以
上
の
推
測
が
あ
た
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
従
来
山
内

忠
義
女
と
さ
れ
て
い
た
経
海
上
人
の
妻
が
実
は
誰
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
っ
て
、
現
時
点
で
は
不
明
と
い

う
し
か
な
い
。

Title:9田中（縦書き）.ec9 Page:118 Date: 2012/12/18 Tue 08:49:07



119 田中 仁：真宗佛光寺派第十九代門主随庸上人の和歌

二

御
製
和
歌

さ
て
、
前
記
の
よ
う
に
本
稿
の
主
旨
に
即
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
傍
線
部

（
２
）
の
後
水
尾
院
、
後
西
院
か
ら
の
御
製
和
歌
の
下
賜
で
あ
る
。
そ
の
経
緯

は
、
は
や
く
写
本
『
歴
世
略
伝
』
の
「
十
九
世
良
正
院
」
す
な
わ
ち
随
庸
上

人
の
部
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。［

］で
括
っ
た
の
は
貼
紙
に
朱
書

さ
れ
て
い
る
部
分
、〈

〉
は
朱
で
直
接
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ

る
。
返
り
点
、
送
り
が
な
は
原
本
に
従
い
、
私
に
句
点
を
付
す
。
真
宗
全
書

版
は
送
り
仮
名
・
返
り
点
を
の
ぞ
き
朱
に
よ
る
補
訂
後
の
形
と
一
致
し
て
い

る
。『
佛
光
寺
辞
典
』
に
記
さ
れ
て
い
る
下
賜
の
経
緯
は
、
内
容
が
共
通
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
引
用
個
所
以
外
の
記
述
が
前
述
の
よ
う
に
母
に
つ
い

て
は
こ
の
『
歴
世
略
伝
』・
系
図
に
、
妻
に
つ
い
て
は
系
図
に
依
拠
し
て
い
る

こ
と
か
ら
み
て
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
引
用

部
分
冒
頭
の
「
同
七
年
」
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
で
あ
る
。

同
七
年
六
月
二
十
二
日

後
水
尾
［
法
皇
］
勅
シ
テ

使
シ
ム

二
丙

後
醍
醐
天
皇

［
宸
翰
］及
開
祖
自
筆
嗣
法
相
承
宝
号
ヲ
シ
テ

一

備
於
叡
ヘ乙

覧
甲

。〈
同
年
十
二
月

十
三
日
任
二

権
僧
正
〉。
同
八
年
三
月
十
二
日
［
法
］
皇
命
シ
テ

レ

師
ニ

謄
セ
シ

メ
二

写

宸
翰
之
祖
伝
及
画
図
各
一
軸
ヲ一

令
ム三

蔵
メ二

於
朝
廷
ノ

宝
庫
ニ一

功
成
ル

。

［
法
］
皇

叡
覧
優
賞
シ

矣
賜
テ二

綸
一

曰
開
［
山
］
親
鸞
伝
記
二
巻
速
ニ

遂

ケ二

書
写
ヲ一

殊
ニ

画
ハ

非
ル
ノ

二

其
ノ

業
ニ一

処
ロ

筆
端
無
ク二

渋
滞
一

［
叡
］襟
之
所
レ

感
ス

ル
云
云
。
同
年
八
月
為
シ
テ

レ

賞
ト

恩
二

賜
ス

［
法
皇
］宸
翰
九
字
ノ［
宝
］号［
及

嗣
法
相
承
宝
号
並
御
製
和
歌
一

］。
後
西
院
［
上
皇
亦
］

宸
翰
十
字

ノ

宝
号
［
及
御
製
和
歌
］
賜
フ二

於
師
ニ一

。

『
佛
光
寺
辞
典
』
は
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
二
首
の
「
御
製
和
歌
」
を
、

現
在
本
山
佛
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
山
河
の
」、「
早
春
風
」
の
和
歌
色

紙
と
み
な
し
て
、「
後
水
尾
天
皇
」「
後
西
天
皇
」
の
項
に
「
御
水
尾
天
皇
宸

翰
和
歌
」、「
後
西
天
皇
御
宸
翰
懐
紙
」
と
し
て
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ

の
写
真
で
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
原
資
料
に
よ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
、「
山
河
の

菊
の
し
た
水
い
か
な
れ
は
流
れ
て
人
の
老
を
せ
く
覧
」、「
早
春
風

お
ほ
ひ

ゑ
や
ゆ
き
よ
り
お
ろ
す
や
ま
か
せ
も
み
や
こ
の
春
に
今
朝
か
す
む
ら
む
」
と

い
う
歌
で
あ
る
。

親
鸞
の
絵
伝
の
写
し
を
献
上
し
た
賞
と
し
て
名
号
と
と
も
に
下
賜
さ
れ
た

御
製
和
歌
で
あ
る
な
ら
、
内
容
は
親
鸞
の
絵
伝
、
名
号
に
か
か
わ
る
か
、
ま

た
は
献
上
か
下
賜
の
季
節
に
合
っ
た
も
の
で
あ
る
の
が
普
通
な
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
し
か
し
、「
山
河
の
」
は
下
賜
が
秋
八
月
で
あ
っ
た
こ
と
と
適
合

し
て
い
る
も
の
の
、「
早
春
風
」
は
絵
伝
に
も
名
号
に
も
か
か
わ
ら
な
い
内
容

で
あ
る
し
、
季
節
も
合
わ
な
い
。

内
容
や
季
節
は
ど
う
で
あ
れ
、
御
製
で
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
は
「
山
河
の
」
の
詠
者
は
、
三
十
六
歌
仙
の
一
人
、
古
今

集
歌
人
の
藤
原
興
風
で
、
こ
の
歌
は
『
新
古
今
集
』
巻
七
・
賀
歌
に
「
題
不

知

興
風
」
と
し
て
入
集
（
新
編
国
歌
大
観
歌
番
号
七
一
七
）
し
て
お
り
、

ほ
か
に
も
『
興
風
集
』（
三
二
）、『
定
家
八
代
抄
』（
六
二
五
）
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
「
早
春
風
」
は
、『
新
明
題
和
歌
集
』
巻
一
・
春
に
「
早
春

風
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
（
一
八
）
で
あ
っ
て
、
詠
者
は
後
西
院
で

は
な
く
「
仙
洞
」
す
な
わ
ち
霊
元
院
（

）と
な
っ
て
い
る
。

13

こ
れ
ら
が
後
水
尾
院
、
後
西
院
の
御
製
と
さ
れ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
佛
光
寺
辞
典
』
の
誤
り
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
本
山
佛
光
寺
に
は
、
後
水
尾
院
宸
筆
と
さ
れ
て
い
る
和
歌
軸
が
ほ
か

に
も
う
一
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
友
こ
そ
は
色
香
の
外
の
い
ろ
か
な
れ
と

へ
か
し
人
の
は
な
の
さ
か
り
を
」と
い
う
歌
で
、『
後
水
尾
院
御
集
』春
に
、
題

は
「
見
花
恋
友
」、「
と
へ
か
し
人
の
は
な
の
さ
か
り
を
」
は
「
と
へ
か
し
花

の
盛
り
す
ぐ
さ
で
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
（

）。
前
記
し
た
内
容
や
季
節

14

の
不
一
致
は
さ
て
お
き
「
御
製
」
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
歌
で
は
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
の
軸
は
箱
の
蓋
の
内
側
に
、「
阪
本
周
斎
宗
信
（
傍
書
「
初

親
信
」）
孫

阪
本
外
記
氏
喬
拝
持
」
と
い
う
墨
書
が
あ
り
、
軸
の
上
部
の
半
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月
、
八
双
（
発
装
）
等
と
呼
ば
れ
る
部
分
の
外
側
に
、「
従
菊
亭
大
納
言
当
座

舗
御
成
之
節
奉
相
願
拝
受
為
家
宝
廊
間
桜
御
製
也
」（
）と
直
書
さ
れ
て
い

15

る
。
随
庸
上
人
へ
直
接
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
結
局
現
在

本
山
佛
光
寺
の
所
蔵
品
の
中
に
、
こ
の
時
後
水
尾
院
、
後
西
院
か
ら
下
賜
さ

れ
た
御
製
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
御
製
和
歌
の
下
賜
自
体
が
な
か
っ
た
こ
と

を
意
味
し
な
い
。『
佛
光
寺
辞
典
』「
随
如
上
人
」
の
項
に
、「
佛
光
寺
第
二
十

代
の
宗
主
。
寛
永
十
八
年
二
月
十
日
誕
生
。（
中
略
）関
白
従
一
位
二
條
光
平

の
男
で
、
母
は
後
水
尾
上
皇
の
皇
女
賀
子
（
よ
し
こ
）
内
親
王
で
あ
る
が
、

実
は
興
正
寺
第
十
九
世
の
准
秀
上
人
の
第
四
子
で
あ
る
。
延
宝
二
年
十
月
讃

州
高
松
従
四
位
松
平
頼
重
の
養
子
と
な
り
、
同
年
十
二
月
に
二
條
光
平
の
実

子
と
な
っ
た
上
で
随
庸
上
人
の
法
嗣
と
な
っ
て
佛
光
寺
に
迎
え
ら
れ
た
」と
、

後
水
尾
院
と
の
関
係
を
記
す
（

）。
こ
う
し
た
縁
戚
関
係
を
考
慮
す
る
と
、
つ

16

づ
い
て
、

本
山
に
は
、
後
水
尾
院
御
宸
筆
の
九
字
尊
号
が
あ
る
が
、
賀
子
内
親
王

と
の
関
係
で
あ
り
、
後
西
天
皇
、
霊
元
天
皇
の
御
宸
筆
も
数
点
あ
る
が
、

何
れ
も
賀
子
内
親
王
の
兄
弟
関
係
の
た
め
に
拝
領
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
名
号
や
御
製
和
歌
の
下
賜
が
事
実
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十

分
に
あ
ろ
う
。
問
題
は
写
本
『
歴
世
略
伝
』
が
何
に
よ
っ
て
御
製
和
歌
下
賜

の
事
実
や
そ
の
経
緯
を
記
述
し
、
補
訂
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

今
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
準
備
が
な
い
（

）。
17

と
も
あ
れ
、
も
し
『
歴
世
略
伝
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
、

随
庸
上
人
は
前
記
の
親
鸞
四
百
回
忌
か
ら
十
年
と
隔
た
ら
な
い
こ
の
時
期
に

九
字
名
号
、
十
字
名
号
と
と
も
に
御
製
和
歌
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

佛
光
寺
に
と
っ
て
和
歌
が
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
意

識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
下
賜
さ
れ
た
御
製

和
歌
は
、
門
主
家
が
皇
室
に
つ
な
が
る
貴
顕
の
家
系
で
あ
る
こ
と
の
具
体
的

な
表
象
に
も
な
る
。
親
鸞
が
和
歌
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
と
貴
顕
の
出
で
あ

る
こ
と
と
は
、
し
ば
し
ば
対
に
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
（

）。
な
お
直
接
の

18

下
賜
に
か
か
る
と
伝
え
る
御
製
和
歌
に
、
写
本
『
歴
世
略
伝
』
の
「
二
十
一

世
無
量
覚
院
」
の
項
に
、「
同
年
三
月

中
御
門
天
皇
御
製
和
歌
賜
二

於
師
一

」

と
あ
る
、
中
御
門
天
皇
か
ら
無
量
覚
院
す
な
わ
ち
寛
如
上
人
へ
下
賜
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
。「
同
年
」
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
で
あ
る
。「
目
録
」

「
仮
目
録
」
は
こ
れ
を
本
山
佛
光
寺
所
蔵
の
「
詠
江
上
春
望
」
の
懐
紙
と
し

て
、『
佛
光
寺
辞
典
』
中
御
門
天
皇
の
項
に
は
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

三

御
三
代
短
冊

本
節
か
ら
第
五
節
ま
で
、
小
稿
で
紹
介
す
る
随
庸
上
人
の
詠
歌
を
伝
え
る

資
料
三
点
に
つ
き
、
順
次
簡
単
に
解
説
す
る
。

ま
ず
『
御
三
代
短
冊
』
は
、
佛
光
寺
第
十
七
代
門
主
の
存
海
上
人
、
同
第

十
八
代
経
海
上
人
、
そ
し
て
第
十
九
代
随
庸
上
人
の
和
歌
短
冊
一
枚
ず
つ
を

並
べ
て
一
軸
に
し
た
て
た
も
の
で
あ
る
。
向
か
っ
て
右
か
ら
存
海
、
経
海
、

随
庸
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
各
短
冊
の
寸
法
は
縦
×
横
、
単
位
糎
で
示
す

と
、
存
海
三
四
・
〇
×
五
・
〇
、
経
海
三
四
・
九
×
五
・
五
、
随
庸
三
五
・

〇
×
五
・
二
で
あ
る
。
資
料
名
は
表
紙
の
部
分
に
、

存
海

御
三
代
短
冊

経
海

三
上
人

ろ
一
号

随
庸

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
る
。「
ろ
一
号
」
は
資
料
番
号
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
代
の
う
ち
経
海
、
随
庸
両
上
人
の
伝
は
『
佛
光
寺
辞
典
』
に
も

と
づ
い
て
「
は
じ
め
に
」
に
略
記
し
、
随
庸
上
人
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
第
一

節
に
『
佛
光
寺
辞
典
』
同
上
人
の
項
の
全
文
を
掲
げ
た
。
存
海
上
人
は
、『
佛
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光
寺
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
一
月
三
日
、
第
十
六
代

経
範
上
人
の
長
子
と
し
て
誕
生
し
た
。
母
は
近
衛
尚
通
女
で
あ
る
。
天
正
十

三
年
七
月
十
三
日
、
天
台
座
主
堯
尊
法
親
王
を
戒
師
と
し
て
九
才
で
得
度
、

同
十
五
日
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
、
同
十
四
年
に
門
主
の
職
を
継
い
だ
。
同
十
九

年
大
僧
都
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
十
月
三
十
日
権
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
、

元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
八
月
五
日
、
在
職
三
十
三
年
、
四
十
二
歳
で
遷
化

し
た
。
大
悲
心
院
と
諡
す
る
。
妻
は
朽
木
伊
予
守
輔
綱
女
で
あ
る
（

）。
19

門
主
が
個
人
の
趣
味
や
興
味
で
和
歌
を
学
ぶ
こ
と
、
詠
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
あ
り
得
る
し
、
存
海
・
経
海
両
上
人
の
略
伝
を
み
る
と
、
和
歌
を
詠
む
機

会
、
詠
ま
ね
ば
な
ら
な
い
機
会
の
な
い
環
境
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
随

庸
上
人
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
三
代
の
上
人

の
和
歌
短
冊
が
一
枚
ず
つ
あ
る
こ
と
に
特
別
の
意
味
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
こ
の
軸
が
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
未
詳
な
の
で
あ
っ
て
、
短
冊
そ

の
も
の
の
傷
み
が
大
き
く
、
こ
と
に
随
庸
上
人
の
短
冊
が
判
読
し
に
く
い
ほ

ど
で
あ
る
の
に
比
し
て
表
装
の
布
地
が
新
し
く
見
え
る
の
は
、
現
在
の
表
装

が
随
庸
上
人
の
時
代
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
偶
然
残
っ
て
い
た

わ
ず
か
な
短
冊
の
中
か
ら
各
一
枚
を
表
装
し
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
三
枚
が
第
十
八
代
、
第
十
九
代
、
第
二
十
代
と
順
に
並

べ
ら
れ
た
一
軸
は
、
親
鸞
が
す
ぐ
れ
た
歌
人
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
一
般

に
も
広
が
っ
て
い
く
の
と
並
行
し
て
、
佛
光
寺
に
お
い
て
も
和
歌
が
何
ら
か

の
意
味
で
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
目
に
見
え
る
形

で
あ
ら
わ
す
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
れ
ら
三
枚
に
記

さ
れ
て
い
る
の
が
、
一
派
の
門
主
の
歌
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ど
れ
も
釈

教
歌
で
は
な
い
こ
と
に
は
、
何
か
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
節
で

も
述
べ
る
が
、
門
主
の
和
歌
は
常
に
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
の
教
え
を
説
く
た
め

に
詠
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
派
の
門
主
だ
か
ら
と
い
っ
て
常
に
宗
教
者

と
し
て
詠
歌
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
こ
の
一
軸
は
端
的
に
示
し
て
い
る
し
、
そ
の
よ
う
な
歌
を
本
山
佛
光
寺
に

お
い
て
は
門
主
の
歌
と
し
て
尊
ん
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
想
像
を
め
ぐ
ら

す
な
ら
、
短
冊
に
く
ら
べ
て
表
装
が
新
し
そ
う
な
こ
と
も
修
覆
に
よ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
最
初
の
表
装
は
随
庸
上
人
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
第
二
十
代
随
如
、
第
二
十
一
代
寛
如
、
第
二

十
二
代
順
如
の
三
上
人
の
和
歌
は
本
山
佛
光
寺
の
和
歌
資
料
の
中
に
見
ら
れ

な
い
。
次
に
門
主
の
和
歌
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
十
三
代
門
主
の
随
応

上
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
第
二
十
代
か
ら
第
二
十
二
代

ま
で
三
代
の
門
主
は
和
歌
を
詠
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
随
庸
上

人
の
場
合
も
、
現
在
見
ら
れ
る
の
は
軸
や
巻
物
等
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
未
装
の
短
冊
や
色
紙
、
懐
紙
の
類
は
な
い
。
そ
れ
が
残
っ
て
い
る

の
は
随
応
上
人
以
降
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
門
主
の
歌
で
あ
っ
て
も
表

装
さ
れ
な
い
ま
ま
の
状
態
で
本
山
佛
光
寺
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
天

明
の
大
火
（
天
明
八
年
・
一
七
八
八
）
の
後
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前

の
も
の
は
本
山
の
所
蔵
品
の
な
か
に
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
天
明
の
大

火
で
焼
失
を
免
れ
た
本
山
佛
光
寺
の
和
歌
資
料
は
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
あ

る
。

四

随
庸
上
人
筆
和
歌
集

資
料
番
号
ほ
四
号
。
外
題
・
内
題
と
も
に
な
く
、
資
料
名
は
、
箱
の
蓋
の

表
に
「
随
庸
上
人
和
歌
集
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
る
。
収
め
ら
れ
て

い
る
五
十
三
首
歌
の
う
ち
、
一
首
が
前
節
に
取
り
上
げ
た
「
御
三
代
短
冊
」

の
随
庸
上
人
歌
と
一
致
し
、
そ
の
一
首
を
ふ
く
む
九
首
が
、
次
節
に
取
り
上

げ
る
「
能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物
」
の
「
随
庸
上
人
御
短
冊
之
写
」
十
四
首
の

う
ち
九
首
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
詞
書
に
登
場
す
る
望
月
長
好
の
在
世
期

間
、
二
條
康
道
の
江
戸
出
府
の
時
期
と
三
回
忌
、
松
永
貞
徳
の
十
三
回
忌
の

い
ず
れ
も
随
庸
上
人
の
在
世
期
間
と
齟
齬
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
随
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庸
上
人
の
歌
集
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

巻
子
一
巻
、
本
紙
の
寸
法
は
縦
三
四
・
一
糎
、
横
四
五
一
・
〇
糎
。
随
庸

上
人
の
和
歌
お
よ
び
そ
う
推
定
さ
れ
る
和
歌
五
十
首
、
他
の
人
物
の
歌
三
首

か
ら
な
る
。
三
首
の
う
ち
二
首
は
望
月
長
好
詠
、
一
首
は
二
條
康
道
詠
で
、

随
庸
上
人
と
の
贈
答
歌
の
一
方
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
四
八
番
歌
の
詞
書
の
な

か
に
、
藤
原
定
家
の
「
あ
け
ば
又
秋
の
な
か
ば
も
す
ぎ
ぬ
べ
し
か
た
ぶ
く
月

の
を
し
き
の
み
か
は
」（
）の
上
句
が
見
え
る
。
筆
跡
か
ら
み
て
随
庸
上
人
自

20

筆
と
推
測
さ
れ
る
が
、
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
個
所
が
あ
る
の
で
断
定
は
で

き
な
い
。

こ
の
歌
集
が
い
つ
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
未
詳
で
あ
る
。
集
中
、
あ
る
程
度

ま
で
詠
作
年
次
の
推
定
が
可
能
な
の
は
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
歌
の
上
の

数
字
は
翻
刻
の
際
に
用
い
る
歌
番
号
で
あ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
濁
点
を
付

し
、
訂
正
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
訂
正
後
の
形
に
し
た
が
う
。

正
月
三
日
、
は
る
た
ち
け
れ
ば

５

雪
な
が
ら
冬
を
の
こ
し
て
今
朝
は
先
心
を
よ
も
の
春
の
初
風

随
庸
上
人
の
在
世
中
、
正
月
三
日
が
立
春
で
あ
っ
た
年
は
、
十
四
歳
の
正

保
四
年
（
一
六
四
七
）、
三
十
三
歳
の
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
で
あ
る
（

）。
21

こ
れ
ら
の
う
ち
ど
ち
ら
で
詠
ま
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

は
じ
め
て
東
に
下
り
け
る
時

み
わ
た
せ
ば
山
こ
そ
な
け
れ
ふ
じ
の
根
の
雲
よ
り
上
に
つ
も
る
白
雪

28
随
庸
上
人
は
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
江
戸
へ
下
向
し
、
五
月
十
一

日
（
二
十
三
歳
）、
将
軍
に
拝
謁
し
て
い
る
（

）。
た
だ
し
、
こ
れ
よ
り
前
の

22

出
府
の
有
無
は
未
詳
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
の
歌
と
は
断
定
で
き
な
い
。

太
閤
康
道
、
大
樹
の
も
と
へ
ま
か
り
た
ま
ふ
御
む
ま
の
は
な
む

け
に
、
御
ぞ
に
そ
へ
て
申
侍
り
し

分
て
行
袖
に
か
さ
ね
よ
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
霜
や
さ
む
け
き

37

当
座
に
御
返
し
給
る

置
霜
を
更
に
い
と
は
じ
東
路
や
分
行
袖
の
日
数
ふ
る
と
も

38「
太
閤
康
道
」
は
二
條
康
道
で
あ
る
。
二
條
康
道
は
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇

七
）
生
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
摂
政
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
辞

摂
政
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
没
（

）。
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編

23

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
所
収
『
徳
川
実
紀
』
を
人
名
索
引
（

）に
よ
っ
て
検

24

索
す
る
と
、
康
道
は
将
軍
（
大
樹
）
の
も
と
へ
四
回
「
参
向
」
し
て
い
る
。

一
回
目
は
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
で
、
将
軍
は
第
三
代
の
徳
川
家
光
、

二
回
目
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
で
、
将
軍
は
同
じ
く
家
光
、
三
回
目
は

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）、
将
軍
は
第
四
代
の
徳
川
家
綱
、
四
回
目
は
寛
文
五

年
（
一
六
六
五
）、
で
、
将
軍
は
同
じ
く
家
綱
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
一

回
目
は
随
庸
上
人
二
歳
で
、
歌
の
贈
答
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
二

回
目
も
上
人
十
五
歳
、
康
道
四
十
二
歳
と
い
う
年
齢
差
は
大
き
く
、
こ
の
よ

う
な
贈
答
が
あ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
も
し
、
す
で
に
門
主
ま
た
は
新
門

主
に
な
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
う
し
た
立
場
で
の
贈
答
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
随
庸
上
人
は
ま
だ
得
度
も
し
て
い
な
い
。
三
回
目
は

随
庸
上
人
二
十
三
歳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
贈
答
も
十
分
可
能
な
年
齢
で
あ

ろ
う
し
、
そ
の
五
月
に
上
人
自
身
が
出
府
し
て
家
綱
に
拝
謁
し
（『
佛
光
寺
年

表
』）、
七
月
に
門
主
を
継
い
だ
（『
佛
光
寺
辞
典
』）
年
で
あ
り
、
新
門
主
と

し
て
の
行
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
回
目
の
下
向
は
三
月
の

こ
と
で
、
歌
の
「
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
霜
や
さ
む
け
き
」
と
合
致
し
な

い
。
こ
れ
が
随
庸
上
人
一
流
の
措
辞
で
あ
る
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
よ
う

な
気
も
す
る
が
、
四
回
目
の
下
向
は
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
歌
は
そ

の
四
回
目
の
寛
文
五
年
の
下
向
に
際
し
て
の
詠
作
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
じ
比
、
広
沢
の
長
好
来
り
て
、

法
の
道
君
か
わ
け
し
る

42
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か
ひ
有
て
の
ぼ
る
も
や
す
き
位
山
哉
と
い
へ
る
に

数
な
ら
ぬ
身
さ
へ
た
ど
ら
ぬ
位
山
み
ち
あ
き
ら
け
き
御
代
の
め
ぐ
み
に

43「
同
じ
比
」
は
、
こ
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
四
一
番
歌
の
詞
書
に
、「
僧
正

に
な
り
け
る
又
の
と
し
春
た
ち
け
る
日
」
と
あ
る
の
を
う
け
て
い
る
。
随
庸

上
人
は
僧
正
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、「
僧
正
に
な
り
け
る
又
の
と
し
」
は
、

そ
の
十
二
月
二
十
三
日
に
三
十
四
歳
で
権
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）（
）の
翌
年
、
寛
文
八
年
と
ま
ず
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

25

『
日
本
暦
日
便
覧
』
下
に
よ
れ
ば
寛
文
八
年
に
立
春
は
な
く
、
前
年
十
二
月
二

十
五
日
に
立
春
、
次
の
立
春
は
寛
文
九
年
正
月
六
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う

考
え
る
べ
き
か
、
寛
文
九
年
の
立
春
を「
又
の
と
し
春
た
ち
け
る
日
」と
言
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
疑
問
の
ま
ま
残
し
て
お
か
ざ
る
を

得
な
い
。

「
広
沢
の
長
好
」
は
望
月
長
好
で
あ
る
。
長
好
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

生
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
没
。
寛
文
八
年
に
は
五
十
歳
で
在
世
し
て
い

る
。
な
お
、
第
二
句
の
「
身
さ
へ
た
ど
ら
ぬ
」
は
、
濁
点
の
ほ
か
は
原
本
の

ま
ま
で
あ
る
。太

閤
康
道
公
の
三
回
忌
に
、
於
二
尊
院

袖
の
露
も
み
と
せ
の
秋
に
ほ
し
わ
び
ぬ
か
け
し
小
倉
の
名
に
や
か
こ
た

44

ん
二
條
康
道
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
没
、
三
回
忌
は
同
七
年
で
あ
る
。

延
陀
丸
十
三
回
忌
に
あ
た
り
け
る
と
し
、
人
の
す
ゝ
め
け
れ

ば
、
如
是
我
聞
と
い
ふ
こ
と
を

我
聞
し
御
法
は
千
々
の
星
霜
に
く
ち
ぬ
こ
と
葉
の
す
ゑ
ぞ
し
ら
れ
ぬ

45「
延
陀
丸
」
は
松
永
貞
徳
で
あ
る
。
貞
徳
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
生
、
承

応
二
年
（
一
六
五
三
）、
随
庸
上
人
二
十
歳
の
年
に
没
。
十
三
回
忌
は
寛
文
五

年
（
一
六
六
五
）
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
詠
作
年
次
の
推
測
可
能
な
歌
の
う
ち
、
も
っ
と
も
新
し

い
の
は
、
問
題
は
残
る
が
寛
文
八
年
ま
た
は
同
九
年
詠
の
四
三
番
歌
で
あ

る
。
五
番
歌
と
二
八
番
歌
は
特
定
で
き
な
い
が
、
五
番
歌
は
新
し
く
と
も
寛

文
五
年
で
あ
り
、
二
八
番
歌
は
明
暦
二
年
以
降
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
歌
集
が
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
ま
ず
寛
文
八
年
ま
た

は
同
九
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
頃
ま
で
に
、
随
庸
上
人
の
歌
が
ど
れ
ほ
ど
詠
み
た
め
ら
れ
て
い
た
の

か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
歌
集
は
多
く
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ

ら
れ
た
歌
を
用
意
周
到
に
配
列
し
た
も
の
の
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
詠
作
順

で
も
な
い
し
、
勅
撰
集
に
倣
っ
た
全
編
に
わ
た
る
一
貫
し
た
配
列
基
準
が
あ

る
よ
う
に
は
み
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
立
春
の
日
の
歌
だ
け
で
も
五
首
、
四

〇
、
四
一
番
歌
を
加
え
る
と
七
首
あ
る
の
に
対
し
て
、
夏
と
冬
の
歌
は
ほ
と

ん
ど
な
い
（

）。
そ
の
立
春
の
歌
も
、「
春
た
ち
け
る
日
」三
首
か
ら
は
じ
ま
っ

26

て
第
四
首
は
「
と
し
の
内
に
春
立
け
る
日
」、
次
は
「
正
月
三
日
春
立
ち
け
れ

ば
」
と
つ
づ
き
、
そ
の
次
は
「
と
し
の
は
て
に
」
の
歳
暮
の
歌
に
な
る
。
全

編
を
つ
ら
ぬ
く
よ
う
な
配
列
基
準
は
な
い
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
立
春
と
歳
暮
、
言
い
換
え
る
と
一
年
の
は
じ
め
と
締
め
く

く
り
と
い
っ
た
お
お
ま
か
な
ま
と
ま
り
が
あ
る
、
と
は
言
え
る
。
同
様
の
お

お
ま
か
な
ま
と
ま
り
は
、
つ
づ
く
「
初
春
祝
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
「
若
草
」

は
春
の
初
め
の
歌
、
そ
れ
に
つ
づ
く
「
田
家
月
」
か
ら
「
月
前
述
懐
」
は
月

に
か
か
わ
る
歌
と
い
っ
た
よ
う
に
こ
の
歌
集
全
体
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
無
秩
序
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

内
容
の
う
え
で
は
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
釈
教
歌
が

少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
四
五
番
歌
は
「
如
是
我
聞
」
と
い
う
題
か
ら
み
て
そ

れ
に
あ
た
り
、「
述
懐
の
中
に
」
と
詞
書
に
あ
る
五
〇
番
歌
「
う
き
ま
ゝ
に
す

め
ば
と
計
お
も
ふ
に
ぞ
猶
人
な
み
に
明
く
れ
の
空
」、
五
一
番
歌
「
住
果
ぬ
世

ぞ
と
お
り

な
ぐ
さ
む
る
心
ぞ
し
ば
し
命
な
り
け
る
」
は
歌
意
か
ら
釈
教
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歌
と
言
い
得
る
と
し
て
、
釈
教
歌
は
こ
の
三
首
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
歌
集
を

と
お
し
て
見
え
る
随
庸
上
人
像
は
、
真
宗
佛
光
寺
派
の
宗
主
、
宗
教
者
と
し

て
の
門
主
で
は
な
く
、
松
永
貞
徳
・
望
月
長
好
の
流
れ
に
つ
ら
な
る
一
般
的

な
歌
人
と
し
て
の
門
主
で
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
こ
と
も
、
お
そ
ら
く
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て

い
る
。
全
体
と
し
て
、
気
の
き
い
た
句
や
言
い
回
し
を
頻
用
し
た
、
和
歌
ら

し
い
和
歌
を
作
ろ
う
と
い
う
意
識
の
き
わ
め
て
強
く
感
じ
ら
れ
る
作
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
々
の
検
討
は
省
略
す
る
が
、
た
と
え
ば
一
番
歌

の
、

春
か
ぜ
に
と
く
る
氷
の
池
浪
も
雪
も
音
有
軒
の
玉
水

は
、『
古
今
集
』
巻
一
春
・
一
二
の
源
当
純
詠
、「
谷
風
に
と
く
る
こ
ほ
り
の

ひ
ま
ご
と
に
う
ち
い
づ
る
浪
や
春
の
は
つ
花
」
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
し
、

第
四
句
の
「
雪
も
音
あ
る
」
は
、『
雅
康
集
』
の
「
夕
ま
ぐ
れ
め
に
み
ぬ
雨
や

ま
じ
る
ら
ん
雪
に
音
有
る
ま
き
の
い
た
や
は
」（
二
一
二
）
の
第
四
句
と
類
似

し
て
い
る
。「
…
…
に
音
有
る
」「
…
…
も
音
有
る
」
の
「
…
…
」
の
部
分
に

雲
や
月
の
よ
う
に
本
来
は
音
の
な
い
も
の
を
置
く
技
法
は
、
こ
の
雅
康
詠
の

外
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
ま
た
結
句
の
「
軒
の
玉
水
」
は
、
閑
居
や
山

家
、
独
り
寝
な
ど
の
も
の
寂
し
い
住
ま
い
や
境
遇
と
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ

る
例
が
、
平
安
後
期
以
降
の
和
歌
に
よ
く
あ
る
。「
春
か
ぜ
に
」
の
歌
は
、
こ

の
よ
う
な
い
か
に
も
和
歌
ら
し
い
語
句
や
言
い
回
し
、
技
法
の
使
用
に
よ
っ

て
、
一
首
の
意
味
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
は
じ
め
に
」

で
、
随
庸
上
人
が
門
主
だ
っ
た
頃
は
、
門
主
に
と
っ
て
和
歌
を
詠
む
機
会
、

詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
会
が
ふ
え
、
門
徒
に
と
っ
て
も
門
主
が
歌
を
詠

む
こ
と
は
疑
問
や
不
審
、
違
和
感
を
覚
え
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ

門
主
が
和
歌
を
詠
む
こ
と
が
当
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
は
じ
め
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
推
測
を
述
べ
た
が
、
随
庸
上
人
の
和
歌
は
、
そ
の
よ
う
な
立

場
に
置
か
れ
た
人
の
、
真
面
目
な
稽
古
の
結
果
詠
出
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。

五

能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物

仮
整
理
番
号
一
〇
ー
二
九
六
。
継
紙
一
紙
。
縦
一
七
・
九
糎
、
横
九
〇
・
三

糎
で
あ
る
。
筆
者
は
未
詳
。「
能
登
瀬
村
常
性
寺
什
物
」
と
い
う
文
書
名
は
、

冒
頭
の
一
行
に
よ
る
仮
称
で
、
内
容
は
能
登
瀬
村
の
善
性
寺
よ
り「
御
当
代
」

（
現
門
主
）
に
よ
る
九
字
名
号
の
染
筆
と
裏
書
の
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
十
字
名
号
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
随
庸
上
人
染

筆
・
裏
書
の
も
の
が
あ
る
の
で
、「
当
御
代
」
に
九
字
名
号
の
染
筆
・
裏
書

を
願
い
出
た
の
だ
と
い
う
。
万
治
元
年
は
随
庸
上
人
の
門
主
在
職
三
年
目
、

「
当
御
代
」
は
誰
な
の
か
未
詳
で
あ
る
。
末
尾
に
、「
右
之
趣
を
以
、
何
卒
近

年
之
内
当
御
代
九
字
御
染
筆
被
下
、
御
裏
も
頂
戴
仕
度
候
旨
、
願
望
之
物
語

有
り
」
と
あ
る
。
こ
の
「
願
望
之
物
語
有
り
」
か
ら
、
こ
れ
は
願
書
の
写
し

で
は
な
く
、
願
望
し
て
い
る
こ
と
を
内
々
に
取
り
次
い
だ
も
の
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
門
主
自
身
の
労
を
求
め
る
場
合
な
ど
、
願
主
か
ら

門
主
へ
直
接
要
求
す
る
と
い
っ
た
形
は
と
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
点
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

善
性
寺
は
近
江
国
坂
田
郡
能
登
瀬
村
（
現
滋
賀
県
米
原
市
能
登
瀬
）
の
真

宗
佛
光
寺
派
寺
院
で
あ
る
。『
佛
光
寺
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
創
立
年
不
詳
、

も
と
は
天
台
宗
に
属
し
、
式
内
社
山
津
照
神
社
の
別
当
を
勤
め
本
願
坊
と
称

し
た
が
、
暦
応
二
年
（
延
元
四
年
・
一
三
三
九
）
に
光
厳
院
が
本
願
坊
善
性

に
院
宣
を
下
し
て
天
下
泰
平
を
祈
願
し
た
頃
真
宗
に
転
じ
、
寺
号
も
善
性
寺

と
改
め
た
と
い
う
。

そ
の
善
性
寺
の
什
物
と
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
「
当
御
代
」
の
九
字
名
号

染
筆
、
裏
書
の
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
仮
称
「
能

登
瀬
村
善
性
寺
什
物
」
で
あ
る
。「
裏
書
」
と
は
、『
佛
光
寺
辞
典
』「
裏
書
」

の
項
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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本
山
よ
り
末
寺
ま
た
は
在
家
に
下
付
す
る
阿
弥
陀
如
来
絵
像
を
始
め
、

宗
祖
以
下
歴
代
門
主
の
絵
像
等
に
、
門
主
が
そ
の
裏
面
に
肖
像
の
名

称
、
下
付
年
月
、
願
主
名
な
ど
記
さ
れ
た
も
の
を
裏
書
と
い
ゝ
、
普
通

は
御
裏
書
或
は
御
裏
と
い
う
。

名
号
へ
の
裏
書
き
に
つ
い
て
は
、
同
書
「
九
字
尊
号
」「
十
字
尊
号
」
の
項

に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
あ
る
。

九
字
名
号
と
も
い
う
が
、
九
字
と
は
南
無
不
可
思
議
光
如
来
で
、
阿
弥

陀
仏
の
光
明
の
不
思
議
な
る
を
讃
嘆
し
た
名
号
で
あ
る
。（
中
略
）在
家

用
の
場
合
、
尊
号
の
横
に
、
そ
の
時
の
宗
主
の
印
又
は
花
押
が
あ
る
の

で
、
原
則
と
し
て
裏
書
は
さ
れ
な
い
が
、
特
に
願
い
出
の
あ
る
場
合
は
、

下
付
年
月
、
願
主
名
を
門
主
が
記
さ
れ
て
下
付
さ
れ
る
。（

九
字
尊
号
）

九
字
尊
号
即
ち
南
無
不
可
思
議
光
如
来
と
二
幅
で
対
幅
名
号
と
い
う
。

（
中
略
）
対
幅
名
号
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
号
の
横
に
、
時
の
宗
主
の
印

又
は
花
押
が
あ
る
の
で
、
原
則
と
し
て
は
裏
書
さ
れ
な
い
が
、
在
家
用

の
場
合
は
、
特
に
願
い
出
が
あ
れ
ば
、
下
付
年
月
、
願
主
な
ど
を
門
主

が
染
筆
し
て
下
付
さ
れ
る
。

（
十
字
尊
号
）

在
家
用
の
名
号
は
特
に
願
い
出
が
あ
っ
た
場
合
の
み
裏
書
さ
れ
る
、
と
い

う
点
で
は
両
者
一
致
し
て
い
る
が
、
寺
院
用
は
裏
書
さ
れ
る
の
が
普
通
な
の

か
、
さ
れ
な
い
の
が
普
通
な
の
か
、
今
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
原
則
は
時
代
を
問
わ
ず
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
こ
の
「
能

登
瀬
村
善
性
寺
什
物
」
が
ど
の
時
代
の
文
書
で
、「
当
御
代
」
が
誰
な
の
か
も

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
裏
書
」
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
像

や
歴
代
門
主
な
ど
の
絵
像
、
名
号
な
ど
の
裏
に
門
主
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ

る
（
別
紙
に
記
す
場
合
も
あ
る
と
い
う
）
も
の
で
あ
り
、
善
性
寺
の
什
物
と

し
て
、
門
主
に
よ
る
九
字
名
号
の
染
筆
と
裏
書
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
前
記
の
よ
う
に
、
随
庸
上
人
染
筆
・
裏
書
の
十

字
名
号
が
す
で
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
と
対
に
な
る
九
字
名
号
の
染
筆
・
裏
書

を
当
代
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
名
号
の
染
筆
・
裏
書
の
願
い
に
つ
け
て
、

随
庸
上
人
の
和
歌
短
冊
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
言
い
立
て
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
内
容
の
上
で
仏
道
に
か
か
わ
り

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
歌
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
各
一
首
の

歌
を
記
し
た
十
四
枚
の
短
冊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
善
性
寺
に

蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
随
庸
上
人
か
ら
の
直
接
の
下
付

も
あ
り
得
る
し
、
門
徒
か
ら
の
寄
進
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ

の
、
随
庸
上
人
染
筆
・
裏
書
の
十
字
名
号
を
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
言
い
立

て
は
、
そ
れ
と
対
に
な
る
九
字
名
号
を
求
め
る
と
い
う
意
味
が
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
の
随
庸
上
人
の
和
歌
短
冊
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
歌
を
列

挙
す
る
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
明
確
に
説
明
し
て
い
る
よ
う
な
、
ま
た
は
明
確
な
説
明
の
根
拠
に

な
る
よ
う
な
文
献
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
能
登
瀬
村
善
性

寺
什
物
」
が
、
名
号
の
下
付
を
願
う
旨
の
文
書
に
す
で
に
所
蔵
し
て
い
る
短

冊
の
歌
を
列
挙
し
て
い
る
こ
と
は
、
和
歌
が
当
時
の
門
主
や
住
職
の
個
人
的

な
趣
味
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
せ

る
事
実
で
は
あ
ろ
う
。
和
歌
が
た
ん
な
る
趣
味
、
遊
興
の
具
で
は
な
く
、
本

尊
の
脇
掛
た
る
名
号
の
授
受
に
何
ら
か
の
結
び
つ
き
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
、
言
い
換
え
る
な
ら
、
佛
光
寺
派
の
、
い
わ
ば
宗
教
活
動
に

無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
思
い
合
わ
せ
ら
れ
る
の
は
、
先
に
掲
げ
た
『
佛
光
寺
辞
典
』
の
随

庸
上
人
の
略
伝
に
、

法
皇
は
賞
と
し
て
御
宸
翰
の
九
字
尊
号
、
嗣
法
相
承
の
宝
号
、
御
製
和

歌
「
山
河
」
を
賜
い
、
後
西
上
皇
も
御
宸
翰
十
字
尊
号
及
び
御
製
和
歌
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「
早
春
風
」
を
賜
う
。

と
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
尊
号
（
名
号
）
と
嗣
法
相
承
の
宝
号
と

い
う
宗
教
的
な
文
物
と
和
歌
と
が
取
り
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

の
『
佛
光
寺
辞
典
』
の
記
述
は
前
記
の
よ
う
に
写
本
『
歴
世
略
伝
』
の
補
訂

部
分
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
補
訂
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
三
番
歌
の
第
四
句
「
け
を
ひ
と
な

み
に
」
は
原
資
料
の
ま
ま
で
あ
る
。『
随
庸
上
人
和
歌
集
』
五
〇
番
歌
で
は

「
猶
人
な
み
に
」
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
部

翻
刻

凡
例

翻
刻
に
際
し
、
次
の
よ
う
な
処
理
を
ほ
ど
こ
し
た
。

一
、『
随
庸
上
人
和
歌
集
』『
能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物
』
に
つ
い
て
は
和
歌

の
頭
に
歌
番
号
を
付
し
た
。

一
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に
現
在
通
行
の
文
字
を
用
い
た
。

一
、
改
行
は
原
本
に
し
た
が
っ
た
。

一
、
削
除
は
、
原
本
の
見
せ
消
ち
、
重
ね
書
き
等
の
形
式
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
こ
で
は
ー
の
重
ね
書
き
に
よ
っ
て
示
し
た
。

一
、「
能
登
瀬
村
善
住
寺
什
物
」
の
後
ろ
に
、『
随
庸
上
人
和
歌
集
』
と
同

資
料
と
の
重
出
歌
一
覧
を
付
し
た
。

一
、『
随
庸
上
人
和
歌
集
』
二
九
番
歌
・「
能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物
」
七
番

歌
の
詞
書
の
「
梅
尾
」、『
随
庸
上
人
和
歌
集
』
四
三
番
歌
第
二
句
「
身

さ
へ
た
と
ら
ぬ
」
な
ど
、
誤
写
の
可
能
性
の
あ
る
文
字
が
あ
る
が
、「
マ

マ
」
な
ど
の
注
記
は
ほ
ど
こ
さ
な
い
。

〔
一
〕
御
三
代
短
冊

〈
向
か
っ
て
右
よ
り
〉

人
伝

思
へ
と
も
た
ま
さ
か
に
た
に
あ
ひ
み
ね
は

恨
恋

よ
す
か
も
と
め
て
恨
こ
そ
や
れ

存
海

時
と
な
く
け
さ
鶯
の
こ
ゑ
き
け
は

小
春
鶯

さ
す
か
小
春
の
し
る
し
と
そ
思
ふ

経
海

み
わ
た
せ
は
山
こ
そ
な
け
れ
冨
士
の
ね
の

冨
士

雲
よ
り
う
へ
に
つ
も
る
し
ら
ゆ
き

随
庸

〔
二
〕
随
庸
上
人
筆
和
歌
集

春
た
ち
け
る
日

１

春
か
せ
に
と
く
る
氷
の
池
浪
も
雪
も
音
有
軒
の
玉
水

２

世
は
春
を
な
れ
し
り
か
ほ
に
鶯
の
ま
ち
け
る
今
朝
の
声
も
嬉
き

３

春
も
お
し
山
の
名
も
お
し
か
つ
ら
き
や
か
す
み
か
す
ま
ぬ
み
ね
の
白
雲

と
し
の
内
に
春
立
け
る
日

４

こ
と
し
け
き
人
の
心
に
い
そ
か
れ
て
冬
の
日
数
に
春
や
来
ぬ
ら
ん

れ
は

正
月
三
日
は
る
た
ち
け
る
に

５

雪
な
か
ら
冬
を
の
こ
し
て
今
朝
は
先
心
を
よ
も
の
春
の
初
風
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と
し
の
は
て
に

６

と
し
な
み
の
な
か
れ
て
と
た
に
た
の
ま
れ
ぬ
身
に
さ
へ
お
し
き

け
ふ
の
く
れ
哉

７

お
も
ひ
せ
く
心
の
う
ち
の
と
し
な
み
は
よ
と
む
か
ひ
な
き
と
し
の
暮
哉

８

お
し
め
と
も
つ
れ
な
く
く
れ
て
こ
と
の
葉
の
む
へ
も
と
し
と
は
身
に
し
ら

れ
け
り

９

世
中
よ
と
す
れ
は
か
ゝ
り
か
く
と
た
に
い
ひ
し
ら
ぬ
間
に
と
し
そ
く
れ

ぬ
る

初
春
祝
と
い
ふ
こ
と
を

花
に
咲
代
々
も
万
の
こ
と
の
葉
の
た
ね
と
り
そ
む
る
宿
の
初
春

10

う
れ
し
く
も
我
身
と
し
な
み
立
か
へ
り
な
か
れ
て
千
代
の
春
そ
来
に

11

け
る

若
草

や
か
ね
と
も
春
日
に
も
え
て
か
す
み
し
く
野
は
若
草
の
つ
ま
も

12

こ
も
れ
り

田
家
月

た
え
て
や
は
す
ゝ
の
し
の
や
の
い
な
む
し
ろ
露
し
く
床
に

13

有
明
の
月

在
明
月

空

出
て
よ
り
高
ま
と
山
の
月
に
め
て
入
か
た
し
ら
ぬ
在
明
の
月

14

月
前
苔

露
払
こ
け
の
衣
の
か
た
し
き
に
わ
り
な
く
や
と
る

15

秋
の
夜
の
月

月
前
草
露

月
か
け
は
白
き
を
の
ち
の
草
の
原
え
や
は
を
よ
は
し

16

露
の
色
柿
鈎

連
夜
見
月

こ
れ
そ
こ
の
秋
の
か
き
り
は
月
を
み
む
よ
し
や
老
そ
の

17

森
の
こ
か
ら
し

暁
月

い
く
夜
か
は
手
枕
な
れ
て
月
影
の
袖
に
別
る
ゝ
あ
か
つ
き
の

18

そ
ら

池
月

池
水
に
浪
の
う
き
草
吹
分
て
風
の
や
と
せ
る

19

夜
半
の
月
影

月
前
虫

虫
の
音
も
あ
ま
り
く
ま
な
き
月
影
に
霜
の
色
と
や

20

か
つ
よ
は
り
行

菴
月

す
む
月
に
我
世
へ
か
た
き
あ
ら
ま
し
の
む
か
し
語
を

21

し
は
の
戸
の
内

月
前
露

秋
風
に
あ
さ
ち
か
露
の
や
と
か
れ
て
袖
に
か
た
ら
ふ

22

有
明
の
月
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暮
秋
月

月
か
け
も
半
霜
夜
の
か
れ
柿
鈎
に
こ
の
こ
ろ
さ
む

23

し

庭
の
浅
茅
ふ

月
前
述
懐

物
お
も
は
て
見
し
夜
は
月
も
心
か
ら
ま
た
誰
袖
に

24

影
く
も
る
ら
ん

秋
の
歌
の
中
に

か
し
こ
き
に
移
る
習
を
夕
時
雨
そ
む
る
こ
す
ゑ
を

25

心
と
を
し
て

神
祇
の
歌
の
中
に

く
り
返
し
い
と
も
か
し
こ
し
神
そ
知
い
の
る
心
は
あ
け
の

26

玉
か
き

ひ
さ
し
く
音
信
さ
り
け
る
人
に

つ
か
は
し
け
る

そ
め
か
ね
し
秋
の
時
雨
の
夏
も
又
ま
つ
よ
た
ひ
柿
鈎

27

過
る
ゆ
ふ
立

は
し
め
て
東
に
下
り
け
る
時

み
わ
た
せ
は
山
こ
そ
な
け
れ
ふ
し
の
根
の
雲
よ
り
上
に

28

つ
も
る
白
雪

梅
尾
に
て

爰
も
又
お
な
し
三
笠
の
神
垣
を
鹿
の
音
な
か
ら

29

う
つ
し
つ
る
か
な

山
の
鹿
を

小
倉
山
秋
の
哀
を
月
に
又
の
こ
さ
ぬ
み
ね
の
鹿
の

30

つ
ま
こ
ひ

あ
る
ひ
と
の
三
回
忌
に

お
り
に
ふ
れ
て
お
も
へ
は
か
な
し
時
鳥
こ
ゑ
も
み
と
せ
の

31

夢
の
曙

法
皇
よ
り
貝
つ
く
し
を
給
り
け
る
時

数
な
ら
ぬ
身
を
し
わ
け
ね
は
筑
波
山
し
け
き
め
く
み
は

32

い
け
る
か
ひ
有

麓
川
と
い
ふ
石
に

山
た
か
み
つ
ね
に
み
な
き
る
麓
川
あ
ら
し
も
そ
れ
と

33

水
の
白
波

暮
秋
の
比
広
沢
に
も
う
て
て

篠
の
屋
に
二
日
三
日
は
か
り
あ
そ
ひ

け
る
に
あ
る
し
の
お
き
な
は
と
な
り
に

う
つ
り
て

お
も
は
す
も
君
か
か
り
ね
の

34

篠
の
屋
に
夜
さ
む
の
露
も
こ
ゝ
ろ
し
て

を
け
と
有
け
れ
は

篠
の
屋
の
か
り
ね
は
や
す
く
夢
に
た
に
君
か
ふ
し
と
の

35

い
と
は
る
ゝ
か
な

同
し
比
広
沢
の
眺
望
を

池
水
の
あ
は
れ
汀
の
虫
の
音
に
散
比
お
も
ふ
み
ね
の

36
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も
み
ち
葉

太
閤
康
道
大
樹
の
も
と
へ
ま
か
り

た
ま
ふ
御
む
ま
の
は
な
む
け
に

御
そ
に
そ
へ
て
申
侍
り
し

分
て
行
袖
に
か
さ
ね
よ
武
蔵
野
の
草
は
み
な
か
ら

37

霜
や
さ
む
け
き

当
座
に
御
返
し
給
る

置
霜
を
更
に
い
と
は
し
東
路
や
分
行
袖
の
日
数
ふ
る

38

と
も

神
無
月
の
比
旅
の
や
と
り
に
て
冬

ほ
た
ん
の
さ
け
る
を
折
て
人

の
す
ゝ
め
け
る
に

ふ
る
さ
と
の
ゆ
め
も
ま
く
ら
に
ほ
と
ち
か
き
た
ひ
ね
な
か
ら

39

に

む
す
ひ
侘
ら
ん

春
立
け
る
日
人
丸
の
影
前
に
て

か
き
り
な
き
の
ち
の
代
ま
て
も
と
ま
る
名
の
ひ
し
り
の

40

影
と
先
あ
ふ
く
な
る

僧
正
に
な
り
侍
り
け
る
又
の
と
し

春
た
ち
け
る
日

い
つ
し
か
と
苔
の
袂
も
と
し
く
れ
て
あ
け
の
衣
に

41

春
風
そ
吹

同
し
比
広
沢
の
長
好
来
り
て

法
の
道

42

君
か
わ
け
し
る
か
ひ
有
て
の
ほ
る
も
や

す
き
位
山
哉
と
い
へ
る
に

数
な
ら
ぬ
身
さ
へ
た
と
ら
ぬ
位
山
み
ち
あ
き
ら
け
き

43

御
代
の
め
く
み
に

太
閤
康
道
公
の
三
回
忌
に
於

二
尊
院

袖
の
露
も
み
と
せ
の
秋
に
ほ
し
わ
ひ
ぬ
か
け
し
小
倉
の

44

名
に
や
か
こ
た
ん

延
陀
丸
十
三
回
忌
に
あ
た
り
け
る
と
し

人
の
す
ゝ
め
け
れ
は
如
是
我
聞
と

い
ふ
こ
と
を

我
聞
し
御
法
は
千
々
の
星
霜
に
く
ち
ぬ
こ
と
葉
の

45

す
ゑ
そ
し
ら
れ
ぬ

西
行
法
師
の
し
る
し
に
書
付
侍
る

な
か
れ
て
は
代
々
に
う
つ
ま
ぬ
難
波
江
や
鴫
た
つ

46

沢
の
秋
の
こ
と
の
葉

名
所
月

は
つ
せ
山
う
ら
み
し
か
ね
の
こ
ゑ
す
み
て
月
に
さ
は
ら
ぬ

47

よ
そ
の
う
き
雲

あ
る
人
定
家
卿
あ
け
は
ま
た

秋
の
半
も
過
ぬ
へ
し
と
い
ふ
歌
を

一
字
つ
ゝ
か
し
ら
に
を
き
て
古
歌
の

一
句
を
入
て
人
々
に
よ
ま
せ
侍
る
中
に

寄
月
聞
恋
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へ
た
て
こ
し
雲
井
の
よ
そ
の
を
と
つ
れ
を
二
度

48

き
く
も
月
の
よ
す
か
に

海
月

煙
た
つ
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
色
を
よ
は
ぬ
月
に

49

身
を
や
つ
く
さ
ん

述
懐
の
中
に

う
き
ま
ゝ
に
す
め
は
と
計
お
も
ふ
に
そ
猶
人
な
み
に

50

明
く
れ
の
空

住
果
ぬ
世
そ
と
お
り
柿
鈎
な
く
さ
む
る
心
そ
し
は
し

51

命
な
り
け
る

契
待
恋

お
ほ
ろ
夜
の
月
に
契
り
し
こ
と
の
葉
は
待
に

52

か
ひ
な
き
空
た
の
め
哉

花
下
忘
帰

夕
露
の
色
そ
ふ
花
に
ま
と
ゐ
し
て
お
も
は
ぬ
袖
も

53

か
ら
錦
な
る

〔
三
〕
能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物

能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物

随
庸
上
人
御
短
冊
之
写

暮
秋
月

１

月
影
も
半
霜
夜
の
か
れ
柿
鈎
に

こ
の
比
さ
む
し
庭
の
浅
ち
ふ

閑
中
花

２

た
へ
て
す
む
草
の
庵
と
露
ふ
か
し

花
よ
り
外
は
秋
の
夕
く
れ

述
懐

３

う
き
ま
ゝ
に
す
め
は
と
は
か
り
思
ふ
に
そ

け
を
ひ
と
な
み
に
明
暮
の
宿

初
て
あ
つ
ま
に

下
り
け
る
に

４

見
わ
た
せ
は
山
よ
り
な
け
れ
ふ
し
の
根
の

雲
よ
り
う
へ
に
つ
も
る
し
ら
雪

大
樹
の
も
と
へ
ま
か
り
給
ふ

御
む
ま
の
は
な
む
け
に
御
そ

て
う
し
さ
せ
て
か
く
申
侍
り
し

５

わ
け
て
行
袖
に
か
さ
ね
よ
武
蔵
野
ゝ

草
の
み
な
か
ら
霜
や
さ
む
け
き

序
品

如
是
我
聞

６

わ
れ
聞
し
御
法
は
ち
ゝ
の
星
霜
に

く
ち
ぬ
こ
と
葉
の
す
ゑ
そ
知
ら
れ
ぬ

梅
尾
に
て

７

こ
ゝ
も
又
お
な
し
三
笠
の
神
か
き
を

鹿
の
ね
な
か
ら
う
つ
し
つ
る
か
な
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西
行
法
師
の
塚
に

８

な
か
れ
て
は
代
々
に
う
つ
ま
ぬ
難
波
江
や

し
き
立
沢
の
秋
の
こ
と
の
葉

海
月

９

煙
立
う
ら
の
と
ま
や
の
秋
の
色

思
は
ぬ
月
に
身
を
や
つ
く
さ
ん

花
下
忘
帰

夕
露
の
い
ろ
そ
ふ
花
に
ま
と
ゐ
し
て

10

思
は
ぬ
袖
も
唐
に
し
き
な
る

歳
暮

行
年
は
わ
か
身
に
つ
も
る
ち
り
ひ
ち
の

11

や
ま
と
も
ろ
こ
し
お
し
む
く
れ
か
な

試
筆

思
ひ
い
る
数
に
は
あ
ら
て
よ
し
野
山

12

よ
し
あ
る
人
の
花
の
は
つ
春

名
所
立
春

名
の
み
し
て
冬
の
日
数
や
こ
も
り
く
の

13

は
つ
瀬
の
山
は
春
と
し
も
な
し

立
春

関
の
戸
の
い
つ
く
は
あ
れ
と
あ
ふ
坂
や

14

け
さ
は
名
に
立
は
る
の
通
ひ
路

右
随
庸
上
人
大
幅
十
字

御
裏
書
左
之
通

□
（

）

御
判
計

27

万
治
元
戊
戌
年
七
月
廿
六
日

方
便
法
身
宝
号

江
州
北
坂
田
郡
能
登
瀬
村

善
性
寺
常
什
物

右
之
趣
を
以
何
卒
近
年
之
内

当
御
代
九
字
御
染
筆
被
下
御
裏
も
頂
戴
仕

度
候
旨
願
望
之
物
語
有
り

能
登
瀬
村
善
性
寺
什
物
・
随
庸
上
人
和
歌
集
重
複
歌
番
号
一
覧

＊
上

能
登
瀬
村
善
性
寺
短
冊

下

随
庸
上
人
和
歌
集

１
：
23

３
：
50

４
：
28

５
：
37

６
：
45

７
：
29

８
：
46

９
：
49
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：
10

53

注（
１
）
平
松
令
三
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
（
同
朋
舎

昭
和
五
〇
年
一
二

月
）「
解
説
」。

（
２
）
一
例
と
し
て
『
し
ん
ら
ん
記
』
の
記
述
を
、『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
所

収
『
し
ん
ら
ん
き
』
に
よ
っ
て
引
用
す
る
。
そ
の
際
私
に
濁
点
を
加
除
し
た

部
分
、
傍
書
を
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
。
文
中
の
「
ぜ
ん
し
ん
」「
ぜ
ん
し
ん

ぼ
う
」
が
親
鸞
で
あ
る
。
和
歌
の
達
人
で
あ
る
こ
と
が
、「
う
ぢ
は
と
御
た
づ

ね
有
け
れ
ば
、
わ
か
さ
の
か
み
か
ま
こ
成
よ
し
を
そ
う
も
ん
有
、
み
か
ど
ゑ

い
ぶ
ん
有
て
、
扨
は
こ
と
は
り
也
、（
以
下
略
）」
と
、
貴
顕
の
家
の
出
で
あ

る
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

三
条
の
う
大
臣
、
じ
ち
ん
く
わ
し
や
う
の
御
う
た
を
た
ん
じ
給
ふ
に
、

ゆ
き
ふ
れ
ば
身
に
ひ
き
そ
ふ
る
は
し
た
か
の
た
な
さ
き
の
は
や
し
ら
ふ

成
ら
ん
、
と
有
し
か
ば
、
み
か
ど
を
は
じ
め
奉
り
げ
つ
け
い
う
ん
か
く

か
ん
に
た
へ
さ
せ
給
ふ
所
に
、
内
よ
り
の
せ
ん
じ
に
、
ぜ
ん
し
ん
も
一

し
ゆ
柿
鈎
と
ち
よ
く
せ
ん
く
だ
り
け
れ
ば
、
も
と
よ
り
ざ
す
の
御
で
し

（
座
主
）

に
て
、
ぜ
ん
し
ん
と
り
あ
え
ず
か
く
ば
か
り
、
は
し
た
か
の
み
よ
り
の

は
か
ぜ
ふ
き
立
て
お
の
れ
と
は
ら
ふ
そ
で
の
し
ら
ゆ
き
、
と
よ
ま
せ
給

へ
ば
、
み
か
ど
大
き
に
御
か
ん
有
て
、
う
ぢ
は
と
御
た
づ
ね
有
け
れ
ば
、

わ
か
さ
の
か
み
か
ま
こ
成
よ
し
を
そ
う
も
ん
有
。
み
か
ど
ゑ
い
ぶ
ん
有

て
、
扨
は
こ
と
は
り
也
、
お
う
ぢ
も
し
し
よ
う
も
よ
に
こ
ゑ
た
る
か
じ

ん
な
れ
ば
、
お
と
ら
ず
と
う
ざ
に
か
ゝ
る
め
い
所
を
ゑ
い
ず
る
事
か
な

（
当
座
）

（
イ「
よ
」）

と
、
か
た
じ
け
な
く
も
ち
や
く
し
給
ひ
た
る
ぎ
よ
い
を
ぜ
ん
し
ん
ぼ
う

に
く
だ
し
給
ふ
。

（
３
）「
佛
光
寺
と
和
歌
」（
佛
光
寺
の
歴
史
と
文
化
編
集
委
員
会
編
『
佛
光
寺
の

歴
史
と
文
化
』
真
宗
佛
光
寺
派
宗
務
所
、
二
〇
一
一
年
五
月
）

（
４
）
澁
谷
有
教
編
『
佛
光
寺
辞
典
』（
本
山
佛
光
寺
、
昭
和
五
九
年
三
月
）

（
５
）
写
本
の
目
録
は
、
表
紙
に
、「
昭
和
二
十
年
一
月
現
在

書
画
目
録
」、
奥

に
「
昭
和
二
十
年
一
月

書
画
目
録
整
理
畢

快
堂
筆
」
と
あ
る
一
冊
と
、

書
名
、
編
者
名
、
作
成
年
次
を
記
さ
な
い
一
冊
を
合
綴
し
た
も
の
。「
快
堂
」

は
澁
谷
有
教
氏
す
な
わ
ち
第
二
十
九
代
門
主
真
照
上
人
の
号
で
あ
る
。
仮
目

録
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
渋
谷
暁
真
前
門
主
に
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ

ト
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
知
見
の
盛
ら
れ
て
い
る
個
所

が
あ
る
。
私
の
手
許
に
あ
る
の
は
、
一
九
九
九
年
五
月
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
写
本
の
目
録
を
「
目
録
」、
前
門
主
作
成
の
目

録
を
「
仮
目
録
」
と
略
記
す
る
。

（
６
）
た
だ
し
、「
目
録
」・「
仮
目
録
」
に
載
っ
て
い
る
書
画
以
外
の
書
冊
・
文
書

の
な
か
に
、
随
庸
上
人
に
か
か
わ
る
和
歌
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
後
掲
の「
善

性
寺
什
物
」
の
ほ
か
み
ら
れ
な
い
。
書
冊
・
文
書
の
中
で
も
っ
と
も
多
い
の

は
、
天
明
の
大
火
（
天
明
八
年
・
一
七
八
八
）
後
、
伴
蒿
蹊
、
香
川
景
樹
が

本
山
佛
光
寺
に
出
入
り
し
て
い
た
時
期
の
第
二
十
三
代
随
応
上
人
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
る
。

（
７
）
小
幡
徳
義
編
、
同
徳
常
補
訂
。
付
録
と
し
て
澁
谷
門
主
家
の
系
図
「
佛
光

寺
系
図
」
を
付
す
。
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
続
編
十
八
（
蔵
経
書
院
、

大
正
四
年
一
〇
月
。
国
書
刊
行
会
昭
和
五
一
年
六
月
復
刻
『
真
宗
全
書
』
第

六
九
巻
）
所
収
。
三
上
景
文
編
『
地
下
家
伝
』
に
よ
れ
ば
、
小
幡
氏
は
二
條

家
侍
で
、
徳
義
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
九
）
生
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

没
。
徳
常
は
徳
義
男
。
文
政
六
年
（
一
六
二
三
）
生
（
正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂

『
地
下
家
伝
』
中
巻
〈
自
由
日
報
社
、
昭
和
四
三
年
一
二
月
〉
に
よ
る
）。『
真

宗
全
書
』「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
徳
常
は
徳
義
の
養
子
で
、
実
父
は
二
條
家
諸

太
夫
松
波
雅
楽
頭
。
明
治
十
五
年
没
。
本
山
佛
光
寺
所
蔵
『
佛
光
寺
御
日
記
』

に
は
徳
義
、
徳
常
と
も
に
本
山
佛
光
寺
家
司
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
真
宗
全
書
所
収
『
澁
谷
歴
世
略
伝
』
と
は
別
に
、
小
幡
二
郎
編
『
澁

谷
歴
世
略
伝
』
写
本
一
冊
（
付
録
と
し
て
澁
谷
門
主
家
の
系
図
を
付
す
）
が

本
山
佛
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
二
年

二
月
二
日
起
稿
、
同
年
三
月
二
十
九
日
功
全
成
。
こ
の
写
本
『
澁
谷
歴
世
略

伝
』
に
徳
義
、
徳
常
の
名
は
見
え
ず
、
二
つ
の
『
澁
谷
歴
世
略
伝
』
の
関
係

は
未
詳
で
あ
る
が
、
お
お
ま
か
に
言
え
ば
、
真
宗
全
書
版
の
底
本
「
澁
谷
歴
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世
略
伝
（
写
）
一
巻
」
は
本
山
佛
光
寺
所
蔵
、
小
幡
二
郎
編
『
澁
谷
歴
世

略
伝
』
で
あ
り
、
小
幡
二
郎
は
徳
常
そ
の
人
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
、『
澁
谷

歴
世
略
伝
』
は
『
歴
世
略
伝
』
と
略
記
す
る
。
ま
た
、
真
宗
全
書
所
収
『
渋

谷
歴
世
略
伝
』
は
真
宗
全
書
版
『
歴
世
略
伝
』、
本
山
佛
光
寺
所
蔵
本
は
写
本

『
歴
世
略
伝
』
と
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
真
宗
全
書
版
」、「
写
本
」
と
略
記
す
る

場
合
も
あ
る
。

（
８
）
木
村
礎
ほ
か
編
『
藩
史
大
事
典
』
第
六
巻
（
雄
山
閣
、
平
成
二
年
二
月
）

「
岩
国
藩
」（
執
筆
者
桂
芳
樹
・
藤
重
豊
）
に
よ
る
。

（
９
）
た
だ
し
、
写
本
『
歴
世
略
伝
』
系
図
で
、
随
庸
上
人
の
実
子
で
あ
る
一
女

の
母
が
吉
川
経
倫
女
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、

写
本
『
歴
世
略
伝
』
系
図
は
、
随
庸
上
人
の
子
女
と
し
て
第
二
十
代
門
主
随

如
上
人
の
二
人
を
掲
げ
て
い
る
が
、
随
如
上
人
に
つ
い
て
は
、「
関
白
中
一
位

二
條
光
平
男
、
母
後
水
尾
上
皇
皇
女
賀
子
内
親
王
」、「
実
興
正
寺
第
十
九
世

准
秀
第
四
子
」と
あ
る
の
で
、
実
子
は
女
子
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

女
子
の
母
が
吉
川
経
倫
女
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
訂
正
作
業
の

際
の
見
落
と
し
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
真
宗
全
書
版
の
系
図
も
こ
の
女
子

の
母
を
吉
川
経
倫
女
と
し
て
い
る
。

（

）
ち
な
み
に
、
写
本
『
歴
世
略
伝
』
は
、
原
文
「
母
ハ
朽
木
伊
予
守
舗
綱
ノ

10
女
」、
そ
の
「
舗
」
に
朱
で
見
せ
消
ち
の
点
を
付
し
、
同
じ
く
朱
で
「
輔
」
と

書
き
加
え
て
い
る
。
朽
木
舗
綱
（
鋪
綱
と
も
）
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）

生
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
没
（
木
村
礎
・
藤
野
保
・
野
上
直
編
『
藩
史

大
事
典
』
第
五
巻
「
福
知
山
藩
」、
執
筆
者
塩
見
行
雄
、
平
成
元
年
四
月
、
雄

山
閣
）で
、
時
代
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
朽
木
輔
綱
と
い
う
人
物
は
管
見

に
入
ら
な
い
。

（

）
写
本
系
図
の
経
海
上
人
、
随
庸
上
人
の
妻
に
つ
い
て
の
貼
紙
朱
書
は
、
そ

11
れ
ぞ
れ
「
妻
防
州
吉
川
監
物
女
。
寛
文
三
年
四
月
入
輿
。
延
宝
元
年
十
月
十

日
寂
。
称
二
雲
晴
院
一
」、「
妻
松
平
土
佐
守
忠
義
女
。
明
暦
三
年
十
一
月
六

日
寂
。
称
二
普
照
院
一
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
真
宗
全
書
版
系
図
の
該

当
部
分
と
は
同
文
で
あ
る
が
、
同
時
に
経
海
上
人
の
妻
に
つ
い
て
は
随
庸
上

人
の
妻
、
随
庸
上
人
の
妻
に
つ
い
て
は
経
海
上
人
の
妻
に
つ
い
て
の
写
本
系

図
の
原
文
と
同
文
で
あ
っ
て
、
貼
紙
朱
書
は
な
く
と
も
、「
後
代
ノ
室
」「
前

代
ノ
室
」
の
書
き
入
れ
に
従
え
ば
、
真
宗
全
書
版
の
本
文
は
成
立
す
る
。

（

）『
新
訂

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会

昭
和
四
〇

12
年
七
月
）
に
よ
る
。

（

）『
新
編
国
歌
大
観
』
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
Ｖ
ｅ
ｒ
．
２
の
「
解
題
」（
上
野
洋

13
三
・
大
谷
俊
太
・
久
保
田
啓
二
）
に
「
書
中
の
「
今
上
」
は
中
御
門
天
皇
、

「
仙
洞
」
は
霊
元
院
、「
新
院
」（
一
八
一
〇
）
は
後
西
院
に
あ
た
る
。」
と
あ

る
の
に
よ
る
。

（

）
こ
の
歌
は
『
新
明
題
和
歌
集
』
で
は
題
を
「
見
花
思
友
」、
下
句
「
と
へ
か

14
し
花
の
盛
す
ご
さ
で
」、
詠
者
を
「
道
晃
」（
聖
護
院
道
晃
法
親
王
）
と
し
て

い
る
。

（

）「
当
」
か
ら
「
拝
」
ま
で
は
布
地
の
破
損
、
劣
化
の
た
め
判
読
不
能
。「
目

15
録
」
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（

）
随
如
上
人
が
松
平
頼
重
の
養
子
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
後
水
尾
天

16
皇
」
の
項
に
、
同
上
人
に
つ
き
「
讃
州
高
松
従
四
位
松
平
頼
重
の
猶
子
と
な

り
（
養
子
と
の
説
も
あ
る
）」
と
し
、
ま
た
二
條
光
平
の
実
子
に
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、「
二
條
光
平
の
実
子
と
な
り（
猶
子
と
の
説
も
あ
る
）」と
す
る
。

（

）
塩
谷
菊
美
「「
非
本
願
字
系
親
鸞
伝
」
の
成
立
―
佛
光
寺
本
『
伝
絵
』
の
メ

17
デ
ィ
ア
・
デ
ビ
ュ
ー
」（『
佛
光
寺
の
歴
史
と
文
化
』）
に
、
随
庸
上
人
の
「
開

山
親
鸞
伝
記
二
巻
」の
書
写
、
献
上
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。『
著
聞
鈔
』

は
『
佛
光
寺
絵
詞
伝
著
聞
鈔
』（
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
刊
）、「
佛
光
寺
本
」

は
、
本
山
佛
光
寺
所
蔵
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
を
さ
す
。

『
著
聞
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
佛
光
寺
本
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
六
月
二

十
二
日
に
後
水
尾
院
・
後
西
院
の
叡
覧
に
達
し
、
そ
の
後
、
時
の
門
主

随
庸
自
身
の
手
に
な
る
写
本
が
作
ら
れ
て
、
院
の
御
文
庫
に
納
め
ら
れ

た
と
い
う
（
写
本
献
上
の
年
月
日
は
不
明
）。

（
二
九
三
頁
）

『
著
聞
鈔
』
に
よ
れ
ば
、（
中
略
）
後
醍
醐
天
皇
は
ま
た
、
第
三
代
源
海

が
親
鸞
の
生
涯
を
描
い
た
二
巻
の
絵
詞
を
見
た
が
、
文
章
や
絵
に
正
し

か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
、
自
ら
筆
を
下
し
て
書
き
直
し
、
絵

は
土
佐
家
に
描
か
せ
て
佛
光
寺
に
与
え
た
。
後
水
尾
院
は
こ
の
こ
と
を
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聞
い
て
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
六
月
二
十
二
日
に
梅
小
路
定
矩
に

命
じ
て
禁
裏
に
運
ば
せ
、
一
見
の
後
、
門
主
の
手
で
写
本
を
作
っ
て
献

上
す
る
よ
う
院
宣
を
下
し
た
と
い
う
。

（
二
九
五
頁
）

ま
た
同
論
文
に
は
、
後
水
尾
院
・
後
西
院
宸
筆
和
歌
の
下
賜
に
関
す
る
次
の

よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

佛
光
寺
に
は
後
水
尾
院
・
後
西
院
の
墨
跡
が
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の

佛
光
寺
と
そ
の
山
内
寺
院
の
調
査
で
も
、
長
性
院
に
後
水
尾
院
の
詠
草
、

光
薗
院
に
は
後
西
院
の
墨
跡
や
詠
草
の
ほ
か
、
後
水
尾
院
筆
六
字
名
号

と
後
西
院
筆
九
字
・
十
字
名
号
を
下
賜
さ
れ
た
際
の
文
書
と
、
実
際
に
六

字
・
九
字
・
十
字
の
各
名
号
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
名

号
幅
に
両
院
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
佛
光
寺
派
の

知
足
軒
が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
刊
行
し
た
『
善
信
聖
人
報
恩
抄
』

に
「
後
水
尾
院
御
自
筆
ノ
六
字
名
号
ア
リ
。
後
西
院
ノ
御
自
筆
ノ
九
字

ノ
名
号
、
十
字
の
名
号
被
遊
被
下
、
三
幅
対
ニ
イ
タ
シ
、
是
モ
光
薗
院
ニ

ア
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
を
指
す
と
見
て
よ
い
。

（
二
九
六
頁
）

そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
注
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

渋
谷
有
教
編
『
佛
光
寺
辞
典
』（
本
山
佛
光
寺
、
一
九
八
四
年
）。
長
性

院
資
料
番
号
北
―
Ｈ
―

、
北
―
Ａ
―
５
―
１
、
光
薗
院
資
料
番
号
Ｐ

41

―
２
、
３
、
４
、

、

、

、

。
Ｐ
―
２
に
「
内
々
願
之

後
水

19

29

32

34

尾
院
宸
筆
六
字
名
号
、
先
日
偏

新
院
叡
覧
処
殊
勝
思
召
、
如
願
其
宗

門
九
字
十
字
之
名
号
被

宸
筆
条
可
有
頂
戴
候
、
誠
一
宗
幸
其
院
至
宝

不
可
過
之
也
。
／
三
月
八
日
（
花
押
）
／
光
源
寺
秀
旭
」
と
あ
る
。
Ｐ

―
４
「
後
西
院
詠
草
」
は
「
た
ち
は
な
の
か
け
ふ
む
道
を
過
や
ら
て
し

は
し
ま
た
る
ゝ
ほ
と
ゝ
き
す
か
な
」、
Ｐ
―

「
後
水
尾
天
皇
宸
翰
」（
木

19

箱
蓋
上
書
に
「
後
水
尾
院
御
宸
翰
／
若
菜
御
製
」
と
あ
る
）
は
「
わ
か

な
／
い
く
千
世
を
つ
ま
ん
し
る
し
に
老
ら
く
も
春
は
若
菜
の
名
に
や
あ

ふ
ら
ん
」
で
あ
る
。

（
三
一
二
頁
）

こ
こ
で
も
後
水
尾
院
、
後
西
院
の
名
号
と
和
歌
と
の
両
方
が
そ
ろ
っ
て
い
る

こ
と
に
注
目
さ
れ
る
が
、
長
性
院
、
光
薗
院
へ
の
名
号
、
和
歌
の
下
賜
が
、

『
歴
世
略
伝
』『
佛
光
寺
辞
典
』
に
い
う
隋
庸
上
人
へ
の
下
賜
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
な
お
、「
た
ち
ば
な
の
」
は
『
続
千
載
集
』

巻
三
・
夏
に
、「
百
首
歌
奉
り
し
時

権
大
納
言
定
房
」
と
し
て
入
集
（
二
七

七
）、「
い
く
千
世
を
」
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
見
え
な
い
。
ち
な
み
に
、

鈴
木
健
一
「
後
水
尾
院
歌
壇
主
要
年
表
」、「「
霊
元
院
歌
壇
主
要
年
表
」（
同

氏
著
『
近
世
堂
上
歌
壇
の
研
究
』〈
汲
古
書
院
一
九
九
六
年
一
一
月
〉
に
、
佛

光
寺
、
佛
光
寺
派
門
主
、
佛
光
寺
末
寺
の
名
は
見
え
な
い
。

（

）
注
２
の
『
し
ん
ら
ん
記
』
参
照
。

18
（

）
写
本
『
歴
世
略
伝
』
系
図
原
文
は
母
を
「
家
女
房
」
と
し
て
、
朱
で
「
藤

19
原
氏
関
白
太
政
大
臣
尚
通
女
」
と
訂
正
、
妻
は
原
文
「
朽
木
伊
予
守
舗
綱
」

と
し
、「
舗
」
を
貼
紙
・
朱
書
で
「
輔
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
朽
木
舗
綱
は
福

知
山
藩
第
七
代
藩
主
で
、
注
（

）
に
記
し
た
よ
う
に
時
代
が
合
わ
ず
、
朽

10

木
輔
綱
は
実
在
を
確
認
で
き
な
い
。

（

）『
新
勅
撰
集
』
巻
四
・
秋
歌
上
二
六
一
、
詞
書
「
後
京
極
摂
政
、
左
大
将
に

20
侍
り
け
る
時
、
月
五
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
よ
め
る
」
ほ
か
。

（

）
湯
浅
良
美
編
『
増
補
日
本
暦
日
便
覧
』
下
（
汲
古
書
院

平
成
二
年
二
月
）

21
に
よ
る
。

（

）
佛
光
寺
教
学
資
料
編
集
委
員
会
編
『
佛
光
寺
年
表
』（
真
宗
佛
光
寺
派
宗
務

22
所

平
成
九
年
四
月
）
に
よ
る
。
同
書
に
「
徳
川
実
紀
」
と
あ
る
と
お
り
、

こ
の
件
は
『
徳
川
実
紀
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（

）
橋
本
政
宣
編
『
公
家
事
典
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

23
三
月
）
に
よ
る
。

（

）
徳
川
実
紀
研
究
会
編
『
徳
川
実
紀
索
引

人
名
篇
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇

24
〇
三
年
六
月
）

（

）『
歴
世
略
伝
』、
同
系
図
、『
佛
光
寺
辞
典
』

25
（

）
夏
の
歌
と
し
て
は
二
七
番
歌
が
あ
る
。
歌
意
は
私
に
は
理
解
し
き
れ
な
い

26
が
、「
夏
も
又
ま
つ
よ
た
ひ
柿
鈎
過
る
ゆ
ふ
立
」
と
あ
る
の
で
夏
の
歌
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
歌
は
、「
ひ
さ
し
く
音
信
ざ
り
け
る
人
に

つ
か
は
し
け
る
」と
い
う
詞
書
に
よ
る
な
ら
、
雑
の
歌
ま
た
は
女
の
立
場
で
詠

ん
で
み
た
恋
の
歌
と
言
え
な
く
も
な
い
。
ま
た
、
三
九
番
歌「
ふ
る
さ
と
の
ゆ
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め
も
ま
く
ら
に
ほ
ど
ち
か
き
た
び
ね
な
が
ら
に
む
す
び
侘
ら
ん
」は
、
詞
書
に

「
神
無
月
の
比
」
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
冬
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
が
、
や
は

り
羈
旅
の
歌
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（

）
随
庸
上
人
花
押
写
。
随
応
上
人
の
花
押
は
『
佛
光
寺
辞
典
』
の
「
花
押
」

27
の
項
に
影
印
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕

資
料
の
閲
覧
・
掲
載
に
つ
き
、
澁
谷
恵
照
門
主
と
御
家
族
よ
り
格
別
の
御
厚
意

を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
（
課
題
名
「
浄
土
真
宗
と
和
歌
―
佛
光
寺
派
と
桂
園
派
の
関
係
を
中

心
と
し
て
―
」、
課
題
番
号
２
１
５
２
０
１
９
１
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
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